
FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

図番
S=Non

図面リスト

鳴門市文化会館2期外構工事

意匠図

図番 図面名称

A-001

図番 図面名称

A-002

A-003

A-004

A-005

A-006

A-007

A-008

A-009

A-010

A-011

A-012

A-013

A-014

A-015

A-016

A-017

A-018

A-019

A-020

A-021

A-022

A-023

A-024

A-025

A-026

A-027

図面リスト

付近見取図

工事区分図

図番 図面名称

鳴門市文化会館2期外構工事 A-001

配置図(着手前)

外構撤去図(1)

外構撤去図(2)

外構撤去図(3)

外構断面図(4)

外構断面図(5)

外構構造図(3)

外構構造図(4)

外構構造図(5)

特記仕様書(1)

特記仕様書(2)

特記仕様書(3)

特記仕様書(4)

特記仕様書(5)

特記仕様書(6)

外構撤去図(4)

外構断面図(6)

A-028

A-029

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ割付図

配置図(完了後)

外構改修図

外構断面図(1)

外構断面図(2)

外構断面図(3)

外構構造図(1)

外構構造図(2)

工作物外壁改修及び防水改修図

A-030

A-031

A-032

A-033

A-034

中央スロープ詳細図(2)

中央スロープ詳細図(3)

中央スロープ詳細図(4)

仮設計画図

中央スロープ詳細図(1)

A-035

A-036

A-037

既存RC手摺壁取合い詳細図(1)

既存RC手摺壁取合い詳細図(2)

躯体取合い詳細図

A-038

A-039

A-040

灌水設備計画図

植栽計画図

モニュメント周辺詳細図

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



A2 Non

付近見取図
図番鳴門市文化会館2期外構工事

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-002

工事場所

出典:国土地理院ウェブサイト
「標準地図データ」(国土地理院)を基に作成

鴨井 崇
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鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:500

工事区分図
図番

鳴門市こども未来館外構工事

鳴門市文化会館１期外構工事

鳴門市文化会館２期外構工事

鳴門市こども未来館及び文化会館外構工事のうち電気工事

→こども未来館外構工事

→文化会館1期外構工事 

→文化会館2期外構工事

→電気工事

←【本工事】

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-003

量

量

散

量

散

岩

岩

岩

カ
ー

ポ
ート

量

量

W
C

WC

A
s

A
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A
s
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s

LP
ガ

ス
貯蔵

設
備

量

岩

岩

岩

現
場

事
務

所

現
場
事
務

所

鳴門市中央保育所

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

既存倉庫

±
０

倉庫

鳴門市こども未来館

PS

PS

PS

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

PS

PS

PS

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

こども未来館外構工事 文化会館2期
外構工事

文化会館1期外構工事

電気工事

本工事 別途工事別途工事 本工事
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FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

図番
S=Non

特記仕様書(1)
鳴門市文化会館２期外構工事 A-004
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FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

図番
S=Non

特記仕様書(2)
A-005鳴門市文化会館２期外構工事

鴨井 崇
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FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

図番
S=Non

特記仕様書(3)
A-006鳴門市文化会館２期外構工事
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FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
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図番
S=Non

特記仕様書(4)
A-007鳴門市文化会館２期外構工事
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FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

図番
S=Non

特記仕様書(5)
A-008鳴門市文化会館２期外構工事

鴨井 崇
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FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

図番
S=Non

特記仕様書(6)
A-009鳴門市文化会館２期外構工事

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:500

配置図(着手前)
図番
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現
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量

WC

鳴門市ファミリー・サポート・センター

鳴門市健康福祉交流センター

W
C

鳴門市中央保育所

現
場

事
務
所

As

As A
s

As

As

鳴門市文化会館

BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

:既設インターロッキング撤去(t=60mm) A=1033m
2

:既設タイル撤去(t=18mm) A=1515m
2

凡例

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-010

本工事 別途工事
別途工事 本工事

:土 A=121m
2
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鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:500

外構撤去図(1)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-011

鳴門市文化会館

本
工

事
別

途
工

事
別

途
工

事
本

工
事

○ゆとり宣言都市撤去

○石撤去
W 1.8m
D 1.4m
H 0.9m(Hは根入れ基礎0.5m(想定)を含む)

○石撤去
W 0.8m
D 1.0m
H 1.1m(Hは根入れ基礎0.5m(想定)を含む)

○伐採抜根
幹周 23.4cm
N=1本

○石撤去
W 1.4m
D 1.7m
H 0.7m(Hは根入れ基礎0.5m(想定)を含む)

○伐採抜根
幹周 16.7cm
N=1本

○伐採抜根
幹周 21.1cm
N=1本

○伐採抜根
幹周 19.9cm
N=1本

○時計塔(基礎)撤去

○ザルツ・ザウ像(移設)

○既設ベンチ撤去

資材置場(仮)

鉄板

変電設備(仮)

量

岩

岩

岩
岩

量
岩

岩

散

岩

岩

岩

岩

As

量止

駐輪場

倉庫

倉庫

量

蓄熱タンク

散

鳴門市ファミリー・サポート・センター

As

鳴門市健康福祉交流センター

凡例

:既設境界壁撤去 V=2.7m
3

凡例

:撤去範囲

:伐採抜根
幹周 16.7cm N=1本
幹周 19.9cm N=1本
幹周 21.1cm N=1本
幹周 23.4cm N=1本
幹周 41.9cm N=1本

○伐採抜根
幹周 41.9cm
N=1本

岩
岩

○石撤去
W 0.2m
D 0.2m
H 0.7m(Hは根入れ基礎0.5m(想定)を含む)

○石撤去
W 0.3m
D 0.4m
H 0.6m(Hは根入れ基礎0.5m(想定)を含む)

○石撤去 ※Hは根入れ基礎0.5m(想定)を含む
W 1.4,D 1.7,H 0.7
W 0.2,D 0.2,H 0.7
W 0.8,D 1.0,H 1.1
W 0.3,D 0.4,H 0.6
W 1.8,D 1.4,H 0.9

○既設水路撤去
既設水路:L=8.6m
既設水路:L=8.7m

○既設桝撤去 N=2基
○グレーチング撤去 L= 8.5m

グレーチング撤去 L= 8.7m
グレーチング撤去 L=21.4m
マス蓋撤去(N=1枚) 3箇所

○バリカ撤去:N=13基(基礎含む)

○既設ベンチ撤去 A=18.3m2,H0.2ｍ×2基
基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去 B0.52m,D0.7m,H0.32m×8基

○ゆとり宣言都市撤去
管撤去(φ191mm) L=1.2m,1.8m2.0m,2.2m

L=1.6m×2本,L=1.4m×2本
基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去 W2.05m,D0.35m,H0.65m

○ザルツ・ザウ像移設

BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

○躯体手摺撤去
L=13.2m

○躯体手摺撤去
L=3.7m

○躯体手摺撤去
L=16.5m

○躯体手摺撤去
L=17.2m

○時計塔(基礎)撤去 A=12.1m2、H1.0m

○躯体手摺撤去:L=50.6m

○既設落下防止壁撤去
L=3.1m

▽GL+0.16

▽GL+0.16

▽GL+1.81

▽GL+1.81

▽GL+1.91

▽GL+1.88

▽GL+1.91

▽GL+1.84

▽GL+1.86

▽GL+1.89

L
=
8
.
7
m

既
設

水
路

撤
去

ｸ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞ
撤

去

L
=
8
.
5
m

既
設

水
路

撤
去

ｸ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞ
撤

去

○既設桝撤去
N=1基

○既設桝撤去
N=1基

L
=
2
1
.
4
m

ｸ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞ
撤

去

既設境界壁撤去 V=2.7m
3

▽GL+0.21

▽GL+0.20 ▽GL+0.20

○既設バリカ撤去
n=13本
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鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:150

外構撤去図(2)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-012

既存勾配 撤去

既存勾配 撤去

既存勾配 撤去

既存勾配 撤去

本
工

事
別

途
工

事
別

途
工

事
本

工
事

11

22

33

1'1'

2'2'

3'3' 4

4

5

5

既設手摺撤去 L=3.7m
既設手摺支柱撤去 2本
既設手摺基礎撤去 L=3.7m

既設手摺撤去 L=16.5m
既設手摺支柱撤去 8本
既設手摺基礎撤去 L=16.5m

既設手摺撤去 L=13.2m
既設手摺支柱撤去 6本
既設手摺基礎撤去 L=13.2m

既設手摺撤去 L=17.3m
既設手摺支柱撤去 9本
既設手摺基礎撤去 L=17.3m

既
設

落
下

防
止

壁
撤

去
L
=
3
.
1
m

凡例 :既存コンクリート撤去

▽GL+0.16

▽GL+0.16

▽GL+1.81

▽GL+1.81

▽GL+1.91

▽GL+0.21

▽GL+0.20

▽GL+0.20
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鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:150

外構撤去図(3)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-013

1
6
0
0

既存スロープ撤去

改修スロープ

▽改修勾配1/15

5436 2750 14333

12982 1352

1200

1000

既存スロープ撤去

改修スロープ

2060 14405 2750 3721

▽改修勾配1/15 1
1
0
0

既存勾配 撤去

27502750

1
1
0
0

1
1
0
0

1
1
0
0

1
6
0
0

16966 13242163423721

1/15 1/15既存スロープ撤去

既存スロープ撤去

既存
スロープ撤去

既存
スロープ撤去

750

2750

275011930

9500 11180

6934 10217

11390

6030

13242

10265 1
6
0
0

1
6
0
0

1-1断面 S=1:150 1'-1'断面 S=1:150

2-2断面 S=1:150 2'-2'断面 S=1:150

3-3断面 S=1:150 3'-3'断面 S=1:150

200 200 200 200 200 200 200 200 200 200

200 200 200 200 200 200 200 200 200 200
215 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200

200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200

A(1)0.08m
2

A(2)0.07m
2

A(3)0.08m
2

A(2)既設手摺支柱撤去
n=8本

A(2)既設手摺支柱撤去
n=2本

既設手摺支柱撤去
n=2本

既設手摺支柱撤去
n=8本

A(4)0.08m
2

A(5)0.07m
2

A(6)0.08m
2

A(1)既設手摺撤去
L=3.7m

A(3)既設手摺基礎撤去
L=3.7m

A(1)既設手摺撤去
L=16.5m

A(3)既設手摺基礎撤去
L=16.5m

A(1)既設手摺撤去
L=16.5m

A(3)既設手摺基礎撤去
L=16.5m

A(1)既設手摺撤去
L=3.7m

A(3)既設手摺基礎撤去
L=3.7m

A(5)既設手摺支柱撤去
n=6本

既設手摺支柱撤去
n=9本

A(1)0.08m
2

A(2)0.07m
2

A(3)0.08m
2

A(4)0.08m
2

A(5)0.07m
2

A(6)0.08m
2

A(4)既設手摺撤去
L=13.2m

A(6)既設手摺基礎撤去
L=13.2m

A(4)既設手摺撤去
L17.3m

A(6)既設手摺基礎撤去
L=17.3m

A(4)既設手摺撤去
L17.3m

A(6)既設手摺基礎撤去
L=17.3m

A(4)既設手摺撤去
L=13.2m

A(6)既設手摺基礎撤去
L=13.2m

凡例 :既存コンクリート撤去

既設落下防止壁撤去
A=0.22㎡

既設落下防止壁撤去
A=0.22㎡

▽GL+0.16

▽GL+0.16

▽GL+0.16

▽GL+1.81

▽GL+1.81

▽GL+1.81

▽GL+1.81

▽GL+1.81

▽GL+1.81

▽GL+0.16

▽GL+0.16

▽GL+0.16

階段通路

階段通路

階段通路

階段通路

既存降り始め
既存スロープ撤去

改修勾配

改修勾配

既存スロープ撤去

モルタル補修(金コテ仕上げ)
(既設手摺基礎撤去部)

モルタル補修(金コテ仕上げ)
(既設手摺基礎撤去部)
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鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:100

外構撤去図(4)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-014

既設手摺(支柱+基礎含む)撤去
既設落下防止壁撤去 既設手摺(支柱+基礎含む)撤去

既存スロープ撤去既存スロープ撤去

既設落下防止壁撤去

既存スロープ撤去
既存スロープ撤去

▽+1.06
文化会館側

健康福祉交流
センター側

▽+1.06

スロープ通路 スロープ通路

文化会館側

健康福祉交流
センター側

スロープ通路 スロープ通路

4
0
0
0

4
0
0
0

別途工事 本工事 別途工事本工事

別途工事本工事別途工事 本工事

4-4断面 S=1:100

5-5断面 S=1:100

凡例 :既存コンクリート撤去

▽GL+1.81

▽GL+0.16

▽GL+1.81

▽GL+0.16

▽GL+1.81

▽GL+0.16

▽GL+1.81

▽GL+0.16

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



A2 S=1:500

配置図(完了後)
図番 A-015
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鳴門市中央保育所

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

既存倉庫

±
０

文化会館２ 期外構工事
（ 本工事）

鳴門市文化会館

散

倉庫

:インターロッキング舗装(t=80mm) A=2733m
2

凡例

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

鳴門市文化会館2期外構工事

鳴門市こども未来館

本工事 別途工事

PS

PS

PS

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

別途工事 本工事

BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号
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A2 S=1:300

外構改修図
図番 A-016FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1

TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱
鳴門市文化会館2期外構工事

BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

別
途

工
事

本
工

事

Ａｓ

既存倉庫

別
途

工
事

本
工

事

散

鳴門市文化会館

倉庫

鳴門市こども未来館

P
S

P
S

Ｐ

ＰＰ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

P
S

量

量

散

As

±０

▽GL+0.16

▽GL+0.16

▽GL+0.17

▽GL+1.81

▽GL+1.81

▽GL+1.91

▽GL+1.88

▽GL+1.91

▽GL+1.84

▽GL+1.86

▽GL+0.69 ▽GL+1.23

▽GL+0.69

▽GL+0.69

▽GL+1.23

▽GL+1.23

▽GL+1.90

▽GL+1.89

1
1

2

2

3

3

44

55

6 67 7
8 899

10 10
11 11

12

12

13

埋込式バリカ
Ｎ ＝ １ ３ 基

誘導点字ブロック
線状 Ｎ ＝ ７ ７枚
点状 Ｎ ＝ １枚
合計 Ｎ ＝ ７ ８枚

誘導点字ブロック
線状 Ｎ ＝ ０ 枚
点状 Ｎ ＝ ３ 枚
合計 Ｎ ＝ ３ 枚

誘導点字ブロック
線状 Ｎ ＝ ０ 枚
点状 Ｎ ＝ ６ 枚
合計 Ｎ ＝ ６ 枚

誘導点字ブロック
線状 Ｎ ＝ ０ 枚
点状 Ｎ ＝ ６ 枚
合計 Ｎ ＝ ６ 枚

誘導点字ブロック
線状 Ｎ ＝ １ ５ １ 枚
点状 Ｎ ＝ １ ９ 枚
合計 Ｎ ＝ １ ７ ０ 枚

階段ブロック
階段ブロックＡ Ｎ ＝ ３ ６ 枚
階段ブロックＢ Ｎ ＝ ２ ４ 枚
階段ブロックＣ Ｎ ＝ ２ ４ 枚

手摺４ ０ ． ６ ×２ 箇所

13

手摺４ ０ ． ６ ×２ 箇所

手摺1-21N L=18.1m

手摺1-2 L=8.5m 手摺1-2 L=8.0m 手摺1-2 L=8.0m

手摺1-31 L=2.1m 手摺1-31 L=2.1m 手摺1-31 L=2.1m

手摺1-2 L=8.5m 手摺1-2 L=8.0m 手摺1-2 L=8.0m

U形側溝 L=12.3m

U形側溝 L=8.8m

○排水設備関連
U形側溝 L=21.1m
暗渠排水(HIVP) L=15.1m
ため桝(RA-1) 2箇所
マス蓋復旧(N=1枚) 1箇所
グレーチング復旧 L=21.3m

:テントフック 48箇所

:バリカ埋込式 13箇所

○誘導点字ブロック
誘導点字ブロック

線状ブロック N=229枚
点状ブロック N= 34枚

○階段ブロック
階段ブロックA N=36枚
階段ブロックB N=24枚
階段ブロックC N=24枚

凡例

○手摺
手摺1-2 L=48.8m
手摺1-21N L=18.1m
手摺1-22N L=13.7m
手摺1-21S L=28.4m
手摺1-31 L=6.3m
手摺4 L=2.4m

○御影石ベンチ(t60 JB) A=16.0m2
:御影石
:新設擁壁

30003000 500

手摺1-22N L=13.7m

手摺1-21S L=28.4m

ため桝(RA-1) グレーチング細目ノンスリップ

排水管(HIVP150)
L=13.2m

L=1.9m
排
水
管

(HIVP150)

グレーチング復旧

フタ復旧

▽GL+1.88

▽GL+1.87

▽GL+1.89

▽GL+1.88

8
9
0
0

3
6
0
0

6
7
2
5

1
8
0
0 3
7
5

3
7
5

○サイン
自立サイン(2)×1
エリア全体サイン 1箇所

:石積 A=8.0m2

エリア全体サイン

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



A2 S=1:100

外構断面図(1)
図番 A-017鳴門市文化会館2期外構工事

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

1-1断面 S=1:100

2-2断面 S=1:100

本工事別途工事

インターロッキング舗装
インターロッキングブロック 100×200×80
敷砂 ｔ=30mm
路盤:再生粒度調整砕石 RC-40 t=150

W

本工事 別途工事

本工事別途工事本工事 別途工事

インターロッキング舗装
インターロッキングブロック 100×200×80
敷砂 ｔ=30mm
路盤:再生粒度調整砕石 RC-40 t=150

W

TP=0.000

※基準点BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

GL+0.15 ▽GL+0.20

▽GL+1.83

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



A2 S=1:100

外構断面図(2)
図番 A-018鳴門市文化会館2期外構工事

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

3-3断面 S=1:100

本工事 別途工事 本工事別途工事

インターロッキング舗装
インターロッキングブロック 100×200×80
敷砂 ｔ=30mm
路盤:再生粒度調整砕石 RC-40 t=150

※基準点BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

▽GL+1.89

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:60

外構断面図(3)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-019

1/15伸縮目地3m内外

1/15

天板及び段差 御影石

天板及び段差 御影石

天板及び段差 御影石

照明電源供給ルート

手摺1−2

スロープ始点
=基準点

手摺1−2

手摺1−2

改修
スロープ

中庭庇別図参照

改修スロープ

改修
スロープ

▽改修スロープ

改修スロープ

中庭庇別図参照

△改修スロープ

▽改修スロープ

手摺4 落下防止手摺

シール目地

手摺4 落下防止手摺

伸縮目地
3m内外

伸縮目地3m内外

伸縮目地3m内外

伸縮目地3m内外

手摺1−22N手摺1−21N

3250

2000 6000

1
3
0

2000

1
3
0

1
3
0

8000 1500

3
0
0

8000

3
0
0

3
0
0

1500

5250

2750

1352

1
6
0
0

1
1
0
0

7
0
3

450

800 150800 6001200 800800

450

3
0
0

3
0
0

12981

3
2
5
3

7
0
3

7
0
3

1136

手摺1-21N 14664

1129150

1129 1136

1200 1200120012001200 1200

120012001200 1200 12001200

25

1600
2525

1600

8450 80007950

2525

11291129112911291129 1136 1136 1136 1136 1136 11361129

113611361136113611361136 25112911291129112911291129

1200

60

60

60

60
60

手摺1-22N 13686

▽GL+0.69

▽GL+1.23

▽GL+1.81

▽GL+1.81
▽GL+1.23

▽GL+0.69

▽GL+0.16

※基準点BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

4-4断面 S=1:60

5-5断面 S=1:60

6-6断面 S=1:60

3
0
0

:既設RC躯体表層仕上げ凡例

A8=0.13m
2

A1=3.23m
2

A2=1.73m
2

A3=3.24m
2

A4=0.05m
2

A6=0.05m
2

A7=0.05m
2

▽GL+0.69
▽GL+1.23

▽GL+1.81

A

A

C

C

D

D E

E

A-A断面 S=1:60 B-B断面 S=1:60 C-C断面 S=1:60

7
0
3

A5=0.13m
2

D-D断面 S=1:60 E-E断面 S=1:60

凡例

新設RC化粧打放し 撥水材塗布

2000 6000 60

B

B

360御影石ベンチt60 360御影石ベンチt60 360御影石ベンチt60

360
御影石ベンチt60

360
御影石ベンチt60

40
差筋

SD295A,D16,@250
L=580mm(平均長)
N=8本

1758 250 5757 135 1495 40 179
差筋

SD295A,D16,@250
L=710mm(平均長)
N=24本

差筋
SD295A,D16,@250
L=630mm(平均長)
N=13本

4265

40 1758 250

1758 250 3008

40
5912
差筋

SD295A,D16,@250
L=720mm(平均長)
N=25本

差筋
SD295A,D16,@250
L=580mm(平均長)
N=8本 差筋

SD295A,D16,@250
L=580mm(平均長)
N=8本

高圧洗浄：高圧洗浄・ケレン作業・シリケート洗浄（躯体内部洗浄）
爆裂部断面修復：亜硝酸配合モルタル
ひび割れ部補修：高濃度ケイ酸塩系表面含侵材、超微粒子セメント
欠損部補修：ポリマーセメントモルタル
打ち放し化粧保護：亜硝酸カルシウム系表面含侵材、ケイ酸リチウム系含侵着色材

▽GL+0.16

GL+0.16

平場部は排水勾配を設けること

平場部は排水勾配を設けること

平場部は排水勾配を設けること

平場部は排水勾配を設けること

平場部は排水勾配を設けること

平場部は排水勾配を設けること

U形側溝

U形側溝

U形側溝

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号

スリット排水側溝

スリット排水側溝

スリット排水側溝



鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:60

外構断面図(4)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-020

シール目地

伸縮目地3m内外
伸縮目地3m内外伸縮目地3m内外

伸縮目地3m内外
RC化粧打放し
撥水材塗布天板及び段差 御影石

RC化粧打放し撥水材塗布

天板及び段差 御影石

RC化粧打放し
撥水材塗布天板及び段差 御影石

RC化粧打放し撥水材塗布

天板及び段差 御影石

RC化粧打放し撥水材塗布

天板及び段差 御影石

RC化粧打放し撥水材塗布
天板及び段差 御影石

中庭庇別図参照

1/15△改修勾配

手摺1−31

手摺1−31 手摺1−31

手摺1−31

凡例

新設RC化粧打放し 撥水材塗布
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27508000
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1500 80005250

150

2000 2000 20002000

2000 20002000 2000

4
4
2

4
4
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150

3
0
0

4
4
2

7
0
3

作図起点

▽GL+0.16 ▽GL+0.69 ▽GL+1.23 ▽GL+1.81

11
.
3
1
°

作図起点

3
6
0
0

20006000

60

3173

60
6060 60

8000

1500321500 2735

60

1500

60

60

60

6000 2000

60

1500

1265

8000

5265

2000

2000

60

2000

5233

12052060 2735

6000

3233

2060

2120
6000 2120 2120

2000

60 6060

20002000

60 60

2000

8000

60 6060

20002000

60

8000

60

20002000

20002000 21202120 2000200020002000

新設RC化粧打放し 撥水材塗布
A=3.7m

2

既存RC補修特殊塗装 掘削暴露面
A=1.78m

2

※基準点BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

60

▽GL+1.23

▽GL+0.69

▽GL+0.16

▽GL+1.81

▽GL+1.81

▽GL+0.16

▽GL+1.23

▽GL+0.69

7-7断面 S=1:60

8-8断面 S=1:60

平面図 S=1:60

7
0
3

7
0
3

3
0
0

A12=0.13m
2

A13=0.05m
2

G-G断面 S=1:60F-F断面 S=1:60

F

F G

G

H

H I

I J

J

7
0
3

A15=0.13m
2

I-I断面 S=1:60

3
0
0

A14=0.05m
2

H-H断面 S=1:60

3
0
0

A16=0.05m
2

J-J断面 S=1:60

A9=1.43m
2

A10=0.84m
2

A11=1.43m
2

A17=3.70m
2

A18=2.59m
2

A19=3.74m
2

K

K L

L

M

M N

N O

O

3
0
0

A21=0.08m
2

A20=0.05m
2

K-K断面 S=1:60

L-L断面 S=1:60

4
4
2

A22=0.08m
2

M-M断面 S=1:60

4
4
2 3
0
0

A23=0.05m
2

N-N断面 S=1:60

A24=0.08m
2

O-O断面 S=1:60

4
4
2

L①=8120

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

360御影石ベンチt60

360御影石ベンチt60 360御影石ベンチt60
360御影石ベンチt60

360御影石ベンチt60

360御影石ベンチt60 360御影石ベンチt60
360御影石ベンチt60

H=0.13m

(御影石ﾍﾞﾝﾁ天板部 )

(御影石ﾍﾞﾝﾁ段差)
H=0.13m

(御影石ﾍﾞﾝﾁ段差)
H=0.13m

(御影石ﾍﾞﾝﾁ段差)

H=0.13m
(御影石ﾍﾞﾝﾁ段差)

H=0.13m
(御影石ﾍﾞﾝﾁ段差)

H=0.13m
(御影石ﾍﾞﾝﾁ段差)

H=0.13m
(御影石ﾍﾞﾝﾁ段差)

H=0.13m
(御影石ﾍﾞﾝﾁ段差)

H=0.13m
(御影石ﾍﾞﾝﾁ段差)

H=0.13m
(御影石ﾍﾞﾝﾁ段差)

H=0.13m
(御影石ﾍﾞﾝﾁ段差)

御影石ベンチt60(天端部)

1
6
0
0

7 7

U形側溝

U形側溝

平場部は排水勾配を設けること

平場部は排水勾配を設けること

平場部は排水勾配を設けること
平場部は排水勾配を設けること

L③=8120 L②=5293
(御影石ﾍﾞﾝﾁ天板部 )(御影石ﾍﾞﾝﾁ天板部 )

L④=8120
(御影石ﾍﾞﾝﾁ天板部 )

L⑤=5325
(御影石ﾍﾞﾝﾁ天板部 )

L⑥=8120
(御影石ﾍﾞﾝﾁ天板部 )

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号

スリット排水側溝

スリット排水側溝



鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:60

外構断面図(5)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-021

手摺1−2

基準点

手摺1−2

手摺1−2

改修スロープ

RC化粧打放し撥水材塗布天板及び段差 御影石

RC化粧打放し撥水材塗布

天板及び段差 御影石

RC化粧打放し撥水材塗布

天板及び段差
御影石

改修スロープ

1/15

▽改修スロープ

▽改修勾配

▽既存勾配 撤去

改修スロープ

改修スロープ

改修スロープ

既設RC躯体表層仕上げ

落下防止手摺
落下防止手摺

手摺1−21S

:既設RC躯体表層仕上げ

:既設RC躯体表層仕上げ(掘削暴露面) A=3.42m
2

照明電源供給ルート

照明電源供給ルート

RC躯体表層仕上げ 掘削暴露面

既設RC躯体表層仕上げ

基準点

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0 1
3
0

1500

2000

60

8000

1250

150027505250

2000

8000

60

9500

2750 11930

1
6
0
0

15

2
4
0

60

20002000

60

20002000

60

60

2000 20002000

60

2000

60

4
4
2

4
4
2

3
0
0

4
4
2

2
9
3
3

1600

1600

25

7950

25

25

25

8300 3008725

150 600

800800

800

800 450

1200

150 600

450

150

1136

1129

1129

150

1136

1
6
0
0

120012001200 1200 1200 1200

12001200 1200 120012001200

1136 1136 1136 113611361136

1200

112911291129112911291129

1200

1136 1136 1136 1136 1136 1136

1129 1129 1129 1129 1129 1129

11930

GL+0.16 ▽GL+0.69

▽GL+1.23

▽GL+1.81

▽GL+0.16

▽GL+0.69

▽GL+1.23

▽GL+1.81

9-9断面 S=1:60

10-10断面 S=1:60

11-11断面 S=1:60

凡例

GL+0.16
GL+0.69

GL+1.23GL+1.81

凡例

新設RC化粧打放し 撥水材塗布

A28=0.08m
2

P-P断面 S=1:60
4
4
2

A25=2.48m
2 A26=1.66m

2

A27=2.48m
2

P

P Q

Q R

R

3
0
0

A29=0.05m
2

Q-Q断面 S=1:60

A30=0.08m
2

R-R断面 S=1:60

4
4
2

S

S

T

T

A31=0.08m
2

S-S断面 S=1:60

4
4
2 A32=0.04m

2

T-T断面 S=1:60

2
4
0

40
1750
差筋

SD295A,D16,@250
L=580mm(平均長)
N=8本

25017502501750250192040
差筋

SD295A,D16,@250
L=580mm(平均長)
N=8本

差筋
SD295A,D16,@250
L=580mm(平均長)
N=8本

差筋
SD295A,D16,@250
L=590mm(平均長)
N=9本40差筋

SD295A,D16,@250
L=600mm(平均長)
N=5本

2000 100025025040 1905
差筋

SD295A,D16,@250
L=550m(平均長)
N=8本

差筋
SD295A,D16,@250
L=560m(平均長)
N=9本

40
171025017502501750250192040
差筋

SD295A,D16,@250
L=580m(平均長)
N=8本

差筋
SD295A,D16,@250
L=580m(平均長)
N=8本

差筋
SD295A,D16,@250
L=580m(平均長)
N=8本

差筋
SD295A,D16,@250
L=590m(平均長)
N=9本

高圧洗浄：高圧洗浄・ケレン作業・シリケート洗浄（躯体内部洗浄）
爆裂部断面修復：亜硝酸配合モルタル
ひび割れ部補修：高濃度ケイ酸塩系表面含侵材、超微粒子セメント
欠損部補修：ポリマーセメントモルタル
打ち放し化粧保護：亜硝酸カルシウム系表面含侵材、ケイ酸リチウム系含侵着色材

U形側溝

U形側溝

U形側溝

平場部は排水勾配を設けること

平場部は排水勾配を設けること

平場部は排水勾配を設けること

平場部は排水勾配を設けること

平場部は排水勾配を設けること
平場部は排水勾配を設けること

鴨井 崇
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スリット排水側溝

スリット排水側溝

スリット排水側溝



鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:100

外構断面図(6)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-022

手摺1−21S
手摺1−31

手摺1−21S手摺1−31手摺1−22

手摺1−21N
天板及び段差 御影石

RC化粧打放し撥水材塗布 RC化粧打放し撥水材塗布

天板及び段差 御影石

天板及び段差 御影石

天板及び段差 御影石

既存RC補修
特殊塗装

既存RC補修
特殊塗装

RC打放し
特殊塗装

RC打放し
特殊塗装

文化会館側

健康福祉交流
センター側

▽+1.06

スロープ通路 スロープ通路

文化会館側

健康福祉交流
センター側

スロープ通路 スロープ通路

立面図

断面図 健康福祉工区 文化会館2期文化会館1期

健康福祉工区 文化会館２期文化会館1期

手摺1−22

手摺1−21N

既存RC補修特殊塗装

既存RC補修特殊塗装
手摺1−2

手摺1−2

手摺1−2手摺1−2

1400

4
0
0
0

4
0
0
0

1400

別途工事 本工事 別途工事本工事

別途工事本工事別途工事 本工事

12-12断面 S=1:100

13-13断面 S=1:100

▽GL+0.16

※基準点BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

▽GL+0.69

▽GL+1.23

▽GL+1.81

▽GL+0.16

▽GL+0.69

▽GL+1.23

8.7m 0.2m 3.4m 0.2m 8.7m

8.7m 0.3m 3.3m 0.3m 8.7m

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



A2 図示

外構構造図(1)
図番 A-023

1
5
0

インターロッキングブロック 100×200×80

インターロッキング舗装 S=1:10

3
0

8
0

敷砂 t=30

路盤:再生砕石 RC-40 t=150

鳴門市文化会館2期外構工事
FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

φ222

φ114

1
0
0

9
7
7

8
5
0

φ139.8

□350

基礎コンクリート

▽GL

ポール本体：ステンレスパイプ φ114.3×t3.0
ウレタン塗装
塗装色：メタリックブラック

※ユニオン LP-570M-BF-114-850-MBK 同等品以上

埋込型バリカ S=1:20

350

3
0
0

3
5
0

350
基礎コンクリート

U形側溝 S=1:10

※U型側溝に車両は乗り上げないこと
※ピンヒールが落ちない製品を選定すること。
※化粧蓋箇所のインターロッキングはカット等

により製品を加工して配置すること。
※U型側溝にボルト固定すること。

グレーチング S=1:10

※既設グレーチング寸法及び耐荷重を確認し
製品を決定すること。

※ピンヒールが落ちない製品を選定すること。

既設側溝グレーチング取り替え
T-25 スチール製 溝幅300用
細め ノンスリップ

既設擁壁

3
2
0

4
0
m
m
以

上6
0

H
(
3
0
0
～

7
0
3
)

ずれ止筋 D16 埋込長L=320mm
削孔 φ20×320mm
エポキシ樹脂 φ20×L320mm

1:0.7

新設擁壁(w200) S=1:10

80 200 80

360

御影石ベンチt60 JB
表面出隅2mm
面取水磨き

新設擁壁
(w200)

305
1
5
0

H

1
0
0

6
5
0

1
0
0

H
+
1
5
0

410
基礎砕石
RC-30,t=100mm

重力式擁壁 S=1:10

(
0
～

5
0
0
)

重力式擁壁

石積(撫養石 同等品)
捨コン:ｔ=50
背面:割栗石 t=100
既設石積と同等品の上
色調を合わせること

捨てコンクリート(t50)
クラッシャラン(RC-30,t100)

石積 S=1:10

GL

470

2
0
0

1
0
0

5
0

3
0
0

鴨井 崇
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覆土(t=300)

枠上の舗装材はモルタルで固定

舗装材

コンクリート根固め

57.5

10
6

94 6

117

グレーチング
T-14 ステンレス製 溝幅240用

11
45

45
11

敷きモルタル

基礎砕石
RC-30,t100mm

440

100 240 100

U形側溝
(240)

スチール製六角ボルト
M8×25 電気亜鉛めっき

スチール製六角穴付き止めねじ
M8×12 電気亜鉛めっき

8
2

3 4
0 1
2
5

1
0
0

74



A2 図示

外構構造図(2)
図番 A-024鳴門市文化会館2期外構工事

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

180

100

1
8
0

1
0
0

8
0

80

40 100 40

180

4
5
0

40 100 40

180

4
5
0

1
0
0

9
0

2
6
0

25

1 0 0

50 80 50

1
0
0

9
0

2
6
0

50 80 50

フェンス基礎ブロック S=1:10

(テントフック基礎部)

平面図

側面図 側面図

無収縮モルタル
V=0.004m3/本

無収縮モルタル
V=0.004m3/本

無収縮モルタル
V=0.004m3/本

φ40

1
8 4

1
.
5

φ24

1
6 3
1

2
5
0

φ
3
0

1
9

テントフック S=1:5

地面に挿入してからアイボルトを付けてエア遊具等を固定する
先にアイボルトを付けておくとインパクトレンチが使用できない

M12

φ50

φ30

保存用ｷｬｯﾌﾟ
φ40ｘM12

6 六角

フェンス用ブロック
18cm×18cm×45cm

1
5
0

3
0

8
0

インターロッキングブロック
100×200×80

敷砂 t=30

路盤:再生砕石 RC-40 t=150

4
5
0

テントフック
インターロッキングブロック
100×200×80

テントフックは、インターロッキングブロックの中心位置に
削孔のうえ設置すること
インターロッキングブロックの削孔径はφ33m程度とし、
削孔時はインターロッキングブロックが破損しないように
注意すること

100 100

5
0
5
0

テントフック配置図 S=1:10

無収縮モルタル

180

削孔φ33mm程度
L=80mm

φ30

298

29 60 60 60 60 29

298

5
8
0

φ12

φ22

点状ブロック

誘導点字ブロック S=1:5

298

2
9
8

36 75 75 75 37

5
17
5

5 80

1
4

2
7
0

1
4

8
0

5

298

線状ブロック

※誘導点字ブロックは、グレー色の製品を使用すること。

60606060 75 75 753030 37.5 37.5

誘導点字シート貼付 S=1:5

点状ブロック 線状ブロック

300

3
0
0

300

3
0
0

2 5 2 5

※誘導点字ブロックは、グレー色の製品を使用すること。

自立サイン(2) S=1:20

共通仕様
※指定色は１色
※フォントは文化会館等サインに揃える
※表示内容は別途打合せの上決定

・エリア全体サイン

ケミカルアンカ-
SUS304-M10DN@12

リブ:SUS304 t6

BPL:SUS304 T100×200×9

SUS304-M 10DN

自立サイン(2)※両面表示
寸法 :900×1500
仕上げ面:SUS t16

フッ素樹脂焼付塗装
表示 :シルク印刷

▽GL 床仕上天端 ▽GL 床仕上天端

450

800

4
0
0

2
0
0

1
5
0
0

基礎天端

※フォントは文化会館等サインに揃える
※表示内容は別途打合せの上決定

基礎1000x450x400
鉄筋D10タテ、ヨコ＠200
捨てコンクリート1100×800×50
砕石1100×800×100

1
0
0 5
0
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A2 S=1:10

外構構造図(3)
図番 A-025鳴門市文化会館2期外構工事

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

1
4
9

1500以下

φ42.7

150

支柱端部：

電源引込み箇所

1
4
9

φ42.7

150

支柱端部：

電源引込み箇所

▽H850
ハンドレール

▽H1150

65

120既存

壁手摺

既存

壁手摺
234 234

139

145

手摺り S=1:10

手摺１-21N SUS照明手摺 壁手摺設置 手摺１-22N H1150 SUS照明手摺 壁手摺設置

ハンドレール：SUS 38φHL 照明手摺
片面配光

手摺支柱
St.FB38×12
1200＠内外

StBPL

基礎コンクリート 基礎砕石
RC-30 t=100mm

基礎コンクリート 基礎砕石
RC-30 t=100mm

手摺笠木：St.FB50×12

ハンドレール：SUS 38φHL 照明手摺
片面配光

ブラケット
StFB t12
円鋼13φ
端部糸面取り加工

手摺支柱
St.FB50×12
1200＠内外

StBPL

手摺位置図 S=1:200

8
5
0

8
0

3
0

1
5
0

8
0

3
0

1
5
0

1
1
5
0

インターロッキング
100×200×80

敷砂 t=30

再生砕石
RC-40 t=150mm

インターロッキング
100×200×80

敷砂 t=30

再生砕石
RC-40 t=150mm

▽GL ▽GL

St部分：特記なき限りHDZ+リン酸処理 N4.5程度 CL St部分：特記なき限りHDZ+リン酸処理 N4.5程度 CL

手摺1-21N L=18.1m 手摺1-22N L=13.7m

手摺1-2 L=8.5m 手摺1-2 L=8.0m 手摺1-2 L=8.0m

手摺1-31 L=2.1m 手摺1-31 L=2.1m 手摺1-31 L=2.1m

手摺1-21S L=28.4m

手摺1-2 L=8.5m 手摺1-2 L=8.0m 手摺1-2 L=8.0m

手摺４ ０ ． ６×２箇所

手摺４ ０ ． ６×２箇所
50 250 50

350

250

350

1
0
0

1
2
0

2
2
0

1
0
0

1
2
0

2
2
0
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A2 S=1:10

外構構造図(4)
図番 A-026鳴門市文化会館2期外構工事

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

1
4
9

1500以下

φ42.7

150

140

壁手摺 ゲート庇
壁柱

St部分：StHDZ+リン酸処理 N4.5程度 CL
アンカーは指定色塗装

＊周囲との隔離寸法は参考
100mm未満とする

100 100

CL

1
1
5

1
0
0

1
0
0

1
0
0

C
L

ゲート庇
壁柱

壁手摺

通路側

63.8

7
5

3
0
0

3
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

▽H850 ハンドレール

既存

壁手摺
234

139

▽H850 ハンドレール

手摺り S=1:10

手摺1-2 ハンドレールHL

手摺1-21S SUS照明手摺 壁手摺設置

ハンドレール
SUS 38φHL

手摺支柱
St.FB38×12
1200＠内外

StBPL

基礎コンクリート 基礎砕石
RC-30 t=100mm

ハンドレール
SUS 38φHL 照明手摺
片面配光

手摺支柱
St.FB38×12
1200＠内外

StBPL

基礎コンクリート 基礎砕石
RC-30 t=100mm

躯体用アンカー L型鋼75x75 t6 h600
端部面取り
周長 0.29m

L型鋼75x75 t6 h600
端部面取り

L型鋼75x75 t6 h600
端部面取り

取り付け詳細図

1
4
9

1500以下

φ42.7

150

▽H850 ハンドレール

支柱端部：

電源引込み箇所

手摺1-31 SUS照明手摺 中央階段設置

ハンドレール
SUS 38φHL 照明手摺
両側配光

手摺支柱
St.FB38×12
1200＠内外

StBPL

基礎コンクリート 基礎砕石
RC-30 t=100mm

8
5
0

8
5
0

8
5
0

6
0
0

▽GL

▽GL

▽GL

▽GL
▽GL

8
0

3
0

1
5
0

インターロッキング
100×200×80

敷砂 t=30

再生砕石
RC-40 t=150mm

8
0

3
0

1
5
0

インターロッキング
100×200×80

敷砂 t=30

再生砕石
RC-40 t=150mm

8
0

3
0

1
5
0

インターロッキング
100×200×80

敷砂 t=30

再生砕石
RC-40 t=150mm

支柱端部：

電源引込み箇所

St部分：特記なき限りHDZ+リン酸処理 N4.5程度 CL

St部分：特記なき限りHDZ+リン酸処理 N4.5程度 CL

St部分：特記なき限りHDZ+リン酸処理 N4.5程度 CL

50 250 50

350

50 250 50

350

50 250 50

350
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鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:20

外構構造図(5)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-027

グリットボーダー取合い１ ０ ０ ｘ １ ０ ０

排水側溝

見切りボーダー

見切りボーダー

グリットボーダー取合い１ ０ ０ ｘ １ ０ ０

見切りボーダー

見切りボーダー

グリットボーダー ｗ ４ ０ ０

グリットボーダー ｗ ４ ０ ０

グリットボーダー ｗ ４ ０ ０

グリットボーダー ｗ ４ ０ ０

ブロックＡ 既製色

ブロックＢ 既製色

凡例

Ｎ

７ ２ ０ ０

７
２

０
０

２ ０ ０ ２ ０ ０２ ０ ０ ２ ０ ０

２
０

０
２

０
０

２
０

０
２

０
０

インターロッキングブロック 基本パターン図

２ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｔ ８ ０

グリットボーダー取合い部は１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｔ ８ ０

割付については監督員の確認を行うこと

中央スロープ 基本パターン図

スロープの上りはじめ・下りはじめで見切りボーダーを配置

スロープ及び階段踊り場レベルは、グリットボーダーを通さない

上りはじめ

下りはじめ

その他スロープ 基本パターン図

スロープの上りはじめ・下りはじめ

で見切りボーダーを配置

スロープ及び階段踊り場レベルは、

グリットボーダーを通さない

パタン箇所は全体割付図参照

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



A2 S=1:300

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ割付図
図番 A-028FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1

TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱
鳴門市文化会館2期外構工事
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BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号

外構グリット基準点

外構グリット確認点

外構グリット確認点



鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=図示

工作物外壁改修及び防水改修図
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-029

２ ９×２ 撫養川ゲート

平面図 S=1:150

1-1 S=1:150

2-2 S=1:150

3-3 S=1:150

4-4 S=1:150

5-5 S=1:150

6-6 S=1:150

撫養川ゲートスリット面正面図 S=1:150
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L
=
2
.
4
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L=7.2m

L=7.2m

L=6.0m

L=6.0m

L=36.0m

モニュメント屋上部構造図 S=1:30

シート防水
S-F2,t=1.5mm
L=1.22m

2
6
0

700

2
6
0

:既設RC躯体表層仕上げ A=345.6m
2凡例

高圧洗浄：高圧洗浄・ケレン作業・シリケート洗浄（躯体内部洗浄）
爆裂部断面修復：亜硝酸配合モルタル
ひび割れ部補修：高濃度ケイ酸塩系表面含侵材、超微粒子セメント
欠損部補修：ポリマーセメントモルタル
打ち放し化粧保護：亜硝酸カルシウム系表面含侵材、ケイ酸リチウム系含侵着色材

77

7-7 S=1:150

ウレタン塗膜防水
X-2
L=0.90m(0.45m×2)

シート防水・シート防水押え金物

ウレタン塗膜防水

※既設ドレン排水管は管内を清掃すること。

A部 A部

A部詳細図 S=1:5

シーリング材
(MS-2) 20mm×10mm

押え金物(アルミ材)
40mm×10mm,t=1.5mm

10

4
0

2
0

アンカー
φ5.0mm×30mm

10

4
0

2
0

既設躯体 既設躯体

ウレタン塗膜防水
X-2

シート防水
S-F2
t=1.5mm

1

1

2

2

3

3

4

4

55

6 6

1000100010001000

:くさび緊結式足場(手摺先行方式,W=600mm) A=313.2m
2

:くさび緊結式足場(中心線)

1
0
0
0

1
0
0
0

:安全手摺(枠組本足場用) L=110.4m
及びくさび緊結式足場(手摺先行方式,W=600mm) A=313.2m

2

:脚立足場 A=38.0m
2

6
0
0

6
0
0

600600

6
0
0

600600

6
0
0

鴨井 崇
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既設ドレン上皿
一時撤去・再取付
N=1箇所

既設ドレン上皿
一時撤去・再取付
N=1箇所

シート防水押え金物



鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:20

中央スロープ詳細図(1)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-030

150

150
900 900 150

150

150
900 900 150

2100

100 100

10

10

10

10

1010

10

100

25

55100

25

55

6
0

60

3600
1650 1950

360
325

平面図 S=1:25

1-1断面 S=1:25

2-2断面 S=1:25

3-3断面 S=1:25

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

階段ブロックC手摺1-31

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

御影石t60 JB
表面出隅糸取り

スリット排水側溝
階段ブロックA

1

1

2

2

33

RC化粧打放し
撥水材塗布

階段ブロックA

手摺1-31
(投影)

階段
K：133
F：360

クラッシャランt100

クラッシャランt100

RC化粧打放し
撥水材塗布

階段ブロックC

階段ブロックB 手摺1-31

天板及び段差
御影石ベンチ 溝掘w25d15

設置テープライト

RC化粧打放し
撥水材塗布

御影石ベンチt60 JB
表面出隅糸面取

目地3mm

天板及び段差 御影石ベンチ

RC化粧打放し撥水材塗布

階段ブロックA

階段ブロックB及びC

RC化粧打放し
撥水材塗布

御影石ベンチt60 JB
表面出隅2mm
面取水磨き

天板及び段差
御影石ベンチ

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

手摺1-31

御影石ベンチt60 JB
表面出隅2mm
面取水磨き

天板及び段差
御影石ベンチ

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

A=0.17m2

コンクリート(階段部)
A=0.37m2

コンクリート(階段ベンチ)
A=0.47m2

A=0.17m2
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200 1467 2001933

100 100
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▽GL+0.29
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▽GL+0.56

▽GL+0.69
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※基準点BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)

スリット排水側溝(T=14)
※U型側溝にボルト固定すること。

鴨井 崇
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モルタル
t=15mm

スリット排水側溝(T=14)
※U型側溝にボルト固定すること。



鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:25

中央スロープ詳細図(2)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-031

平面図 S=1:25

150

150 900 900 150

150

150 900 900 150

2100

10

10

10

10

10

10

3600

1650 1950

360

325

RC化粧打放し
撥水材塗布

階段ブロックA

階段
K：133
F：360

RC化粧打放し
撥水材塗布

階段ブロックC

階段ブロックB 手摺1-31

天板及び段差
御影石ベンチ

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

階段ブロックC

階段ブロックB

1-1断面 S=1:25

2-2断面 S=1:25

3-3断面 S=1:25

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事） 既存 庇支柱壁

手摺1-31

既存 庇支柱壁

御影石ベンチt60 JB
表面出隅2mm
面取水磨き

天板及び段差
御影石ベンチ

既存 庇支柱壁

RC化粧打放し
撥水材塗布

階段ブロックB及びC

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

セメントペーストt15

手摺1-31

既存 庇支柱壁

RC化粧打放し撥水材塗布

階段ブロックA

階段ブロックA
RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

シール

庇支柱壁と石は寸止め空目地
※現地合わせ

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト

スリット排水側溝

1

1

2

2

33 3

手摺1-31
(投影)

クラッシャランt100

クラッシャランt100

A=0.17m2

コンクリート(階段部)
A=0.37m2

コンクリート(階段ベンチ)
A=0.47m2

A=0.17m2

100 100

1650 1950

3600

▽GL+0.69

▽GL+0.83

▽GL+0.96

▽GL+1.10

▽GL+1.23

▽GL+1.23
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▽GL+0.96

▽GL+1.10
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▽GL+0.69
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▽GL+1.10

▽GL+1.23 ▽GL+1.23

▽GL+0.69

▽GL+0.96

▽GL+1.23

▽GL+0.69

▽GL+0.96

※基準点BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)
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鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:25

中央スロープ詳細図(3)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-032

150

150 900 900 150
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150
900 900 150

2100

3600
1650 1950

360

10

10

10

10

10

10

1-1断面 S=1:25

2-2断面 S=1:25

3-3断面 S=1:25

平面図 S=1:25

100

25

55
100

25

55

6
0

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

階段ブロックC

手摺1-31

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

御影石t60 JB
表面出隅糸取り

1

1

2

33

御影石t60 JB
表面出隅糸取り

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

360

RC化粧打放し
撥水材塗布

階段ブロックA

階段
K：133
F：360

RC化粧打放し
撥水材塗布

階段ブロックB

階段ブロックC

階段ブロックB 手摺1-31

天板及び段差
御影石ベンチ

溝掘w25d15
設置テープライト

RC化粧打放し
撥水材塗布

天板及び段差 御影石ベンチ

RC化粧打放し撥水材塗布

階段ブロックA

階段ブロックB及びC

RC化粧打放し
撥水材塗布

御影石ベンチt60 JB
表面出隅2mm
面取水磨き

天板及び段差
御影石ベンチ

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト
（別途電気工事）

セメントペーストt15

360

階段ブロックA

スリット排水側溝

RC化粧打放し
撥水材塗布

溝掘w25d15
設置テープライト

手摺1-31
(投影)

手摺1-31

クラッシャランt100

クラッシャランt100

A=0.17m2

コンクリート(階段部)
A=0.37m2

コンクリート(階段ベンチ)
A=0.47m2

A=0.17m2

1650 1950

3600
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100 100
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※基準点BM(T.P+0.849m=GL±0.0m)
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鳴門市文化会館2期外構工事
A2 S=1:15

中央スロープ詳細図(4)
図番

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

A-033

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

C

B

C

B

C

B

C

B

C

B

C

B

C

B

C

B

+266

+533

11.31度
w594x394 t60材カット

階段ブロックA：
段鼻 溝有 ギ石仕上げ 平板菱形カット
底目地x 2本段差
識別樹脂塗装 指定色(暗色)

東洋工業株式会社
ギ石階段ブロック
サビ御影同等品

11.31度
w600x400 t60材カット

階段ブロックC：
ギ石仕上げ 平板菱形カット

東洋工業株式会社
TOYO プレキャスト平板 TOYO PRECAST
サビ同等品

＊階段割付は、階段西側、中央、東側で共通
＊中央階段は、既存庇支柱との取合いから、両端材にて調整

＊アルファベットは階段ブロックのタイプを示す 11.31度
w594x394 t60材カット

階段ブロックB：
段鼻 溝無 ギ石仕上げ 平板菱形カット

東洋工業株式会社
ギ石階段ブロック ノンスリップ溝なし
サビ御影同等品

3
8
0

495

495

3
8
0

3
8
0

495

階段ブロックA

RC化粧打放し
撥水材塗布

RC化粧打放し
撥水材塗布

階段ブロックB

RC化粧打放し
撥水材塗布

RC化粧打放し
撥水材塗布

A=0.18m2

A=0.18m2

A=0.18m2
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FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

図番
A2 S=1:100

A-034
既存RC手摺壁取合い詳細図(1)

文化会館2期外構工事

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

排水側溝

重力式擁壁
コンクリート打放し撥水材塗布

シール

排水側溝

人工芝
健康福祉工区工事

砂利２ ０程度

端部敷砂混合

既存躯体巾木部

シール

インターロッキングブロック

重力式擁壁
コンクリート打放し撥水材塗布

手摺砂利２ ０程度
Ａ ＝ ０ ． ３ ｍ ２

既存躯体巾木部

既存躯体巾木部

重力式擁壁
コンクリート打放し撥水材塗布

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

シール

伸縮目地

伸縮目地

伸縮目地

手摺

人工芝

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

破線：現況図ライン

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

地先境界ブロックＢ
健康福祉工区工事

端部敷砂混合

既存躯体巾木部

▽基準線

平面図

改修勾配
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撥水材塗布 L=0.65m
シール L=1.33m

L=5.85m
重力式擁壁

Aライン側展開図 S=1:100

Bライン側展開図 S=1:100

平面図 S=1:300
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一級建築士登録 第345932号



FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

図番
A2 S=1:100

A-035
既存RC手摺壁取合い詳細図(2)

文化会館2期外構工事

既存Ｒ Ｃ補修特殊塗装

落下防止手摺
落下防止手摺

既存Ｒ Ｃ補修特殊塗装

排水側溝

シール

排水側溝

インターロッキングブロック 手摺

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

インターロッキングブロック
重力式擁壁
コンクリート打放し撥水材塗布

重力式擁壁
コンクリート打放し撥水材塗布

シール

既存躯体巾木部 既存躯体巾木部

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

インターロッキングブロック

手摺

重力式擁壁
コンクリート打放し撥水材塗布

地先境界ブロックＢ

△基準線

平面図

Ｖ目地カットの上 シール
（ひび割れ補修）

既存Ｒ Ｃ補修特殊塗装

手摺１

落下防止手摺

落下防止手摺

既存Ｒ Ｃ補修特殊塗装
既存Ｒ Ｃ補修特殊塗装
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Dライン側展開図 S=1:100

Eライン側展開図 S=1:100

平面図 S=1:300
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一級建築士登録 第345932号



FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

図番
A2 S=1:15

A-036
躯体取合い詳細図

文化会館2期外構工事

▽Ｈ １ １ ５ ０

既存躯体巾木部

インターロッキングブロック

排水側溝

重力式擁壁
コンクリート打放し
撥水材塗布

インター
ロッキング
ブロック

既存躯体巾木部

シール

インターロッキングブロック

目地砂

：珪砂又は
同等品以上

インターロッキング
ブロック

再生クラッシャラン
Ｒ Ｃ ４ ０

敷砂

▽Ｇ Ｌ

人工芝 人工芝

重力式擁壁
コンクリート打放し
撥水材塗布 目地砂

：珪砂又は
同等品以上

人工芝

重力式擁壁
コンクリート打放し
撥水材塗布

人工芝

目地砂
：珪砂又は
同等品以上

人工芝

砂利２ ０程度 防草シート敷

砂利２ ０程度 防草シート敷

砂利２ ０程度 防草シート敷

▽Ｈ ８ ５ ０ ハンドレール

Ｂ Ｄ Ｅ

地先境界ブロックＢ
健康福祉工区工事

排水側溝

▽基準線

目地砂
：珪砂又は

同等品以上

エッジ材
スパイクピン

手摺基礎
Ｂ Ｐ Ｌヌスミ

Ｃ

地先境界ブロックＢ
健康福祉工区工事
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鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

図番
A2 図示

A-037
モニュメント周辺詳細図

文化会館2期外構工事

2-2断面 S=1:20

平面図 S=1:200

量

ＰＰ

5
0
0
0

3000

33

2

2

GL

石積(撫養石 同等品)
捨コン:ｔ=50
背面:割栗石 t=100
既設石積と同等品の上
色調を合わせること

捨てコンクリート(t50)
クラッシャラン(RC-30,t100)

5000

470 470

3-3断面 S=1:20

GL

3000

470 470

1-1断面 S=1:20

GL

3
0
0

5000

5000

GL

文字モニュメント
(別途工事)

1

1

構造図 S=1:10

※石積みのGLからの高さは、文字モニュメントの配置と併せて監督員の確認を行った上で施工すること。
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470

1
0
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

2
0
0

5
0

1
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0

2
0
0

1
0
0

5
0

コグマザサ
+灌水装置

覆土(t=300)

別
途

工
事

本
工

事
別

途
工

事
本

工
事

石積(撫養石 同等品)
捨コン:ｔ=50
背面:割栗石 t=100
既設石積と同等品の上
色調を合わせること

コグマザサ
+灌水装置

GL

GL

石積(撫養石 同等品)
捨コン:ｔ=50
背面:割栗石 t=100
既設石積と同等品の上
色調を合わせること

覆土(t=300)

コグマザサ
+灌水装置

石積(撫養石 同等品)
捨コン:ｔ=50
背面:割栗石 t=100
既設石積と同等品の上
色調を合わせること

石積(撫養石 同等品)
捨コン:ｔ=50
背面:割栗石 t=100
既設石積と同等品の上
色調を合わせること

石積(撫養石 同等品)
捨コン:ｔ=50
背面:割栗石 t=100
既設石積と同等品の上
色調を合わせること

捨てコンクリート(t50)
クラッシャラン(RC-30,t100)

石積(撫養石 同等品)
捨コン:ｔ=50
背面:割栗石 t=100
既設石積と同等品の上
色調を合わせること

捨てコンクリート(t50)
クラッシャラン(RC-30,t100)

捨てコンクリート(t50)
クラッシャラン(RC-30,t100)

捨てコンクリート(t50)
クラッシャラン(RC-30,t100)

捨てコンクリート(t50)
クラッシャラン(RC-30,t100)

3
0
0

覆土(t=300)

コグマザサ
+灌水装置

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



A2 S=1:300

植栽計画図
図番 A-038FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1

TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱
鳴門市文化会館2期外構工事

記号 名称 常緑
/落葉

仕様 備考

コグマザサ(常緑/班なし)

H(m) C(m) W(m)

数量

常緑 0.4m 40P/m
2

12.4m
2

客土 H=0.3m 12.4m
2

Ａ
ｓ

A
s

量

散

±
０

0.849m=GL±0.0m)

PS

PS

PS

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

鳴門市こども未来館

鳴門市文化会館

散

別途工事 本工事 別途工事本工事

別途工事 本工事 別途工事本工事

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



A2 S=1:300、S=1:20

灌水設備計画図
図番 A-039FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1

TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱
鳴門市文化会館2期外構工事

Ａ
ｓ

A
s

量

±
０

PS

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

鳴門市こども未来館

鳴門市文化会館

散

別途工事 本工事 別途工事本工事

別途工事 本工事 別途工事本工事

300

1
0
0 2
7

7
2
7

1
0
0

5
0
0

発生土

砂

6
0
0

水道管(PEφ20)埋設断面 S=1:20

※共通で点滴ホースを採用する散水栓に
メスニップル付きホース0.5mと分岐栓
を見込むこと。

散水栓(新設):1箇所

点滴ホース:12.6m

上水道水道管(PEφ20):13.6

文化会館散水系統取り出し口に接続

別途工事で計上

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



A2 S=1:500

仮設計画図
図番 A-040

量
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岩
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設備
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岩

岩

岩

現
場
事

務
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量

現
場
事

務
所

鳴門市中央保育所

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

既存倉庫

±
０

文化会館２ 期外構工事
（ 本工事）

AY12

鳴門市文化会館

散

倉庫

FAX (088)683-3563徳島市応神町応神産業団地3番地1
TEL (088)683-3393四国建設コンサルタント㈱

鳴門市文化会館2期外構工事

鳴門市こども未来館

PS

PS

PS

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

凡例

:単管バリケード① 60m

:交通誘導員 1名

:単管バリケード② 別途工事で設置

※単管バリケード①のうち歩道沿いは、歩道境界際の
工事を 実施する時のみ歩道に出すこと。

※単管バリケード②は「鳴門市文化会館耐震改修事業」
で設置している仮囲い撤去後に「鳴門市こども未来
館外構工事」及び「文化会館1期外構工事」にて設置
する。工期までに他工事が終了した場合は、発注者と
相談し設置の有無を決定すること。

鴨井 崇

一級建築士登録 第345932号



縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa00--図面リスト

鳴門市文化会館第２期外構工事（中庭庇改修工事）

図面番号
Aa00
Aa01
Aa02
Aa03
Aa04
Aa05
Aa06
Aa07
Aa08
Aa09
Aa10
Aa11
Aa12
Aa13
Aa14
Aa15

図面名称
図面リスト
特記仕様書１
特記仕様書２
特記仕様書 3
特記仕様書４
特記仕様書５
特記仕様書６
計画概要 敷地案内図 配置図
平面図
屋根伏図
断面図
軒天伏図
劣化状況図示図 長手立面図
劣化状況図示図 短手立面図
詳細図
雨樋計画図

縮尺（A３）
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
図示
１／120
１／120
１／120
１／120
１／120
１／120
図示
１／120

図面番号
S01
S02
S03
S04
S05
S06

図面名称
躯体工事特記仕様書１
躯体工事特記仕様書２
伏図（現状図）
軸組図（現状図）
伏図（現状図）
軸組図（現状図）

縮尺（A３）
ー
ー

１／100
１／100
１／100
１／100

Aa16 仮設計画図 図示

鳴門市文化会館２期外構工事（中庭庇改修工事）

Administrator
長方形



縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa01--特記仕様書１

鳴門市文化会館第２期外構工事（本特記仕様書は中庭庇改修工事のみを対象）

7
7
7
7



縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa02--特記仕様書２



⼯事名：鳴⾨市健康福祉交流センター改修⼯事のうち建築⼯事

共ｰ05 営繕⼯事共通仕様書(5)設計者情報：⾹⼭・タニ設計業務共同企業体 管理建築⼠ ⼀級建築⼠ 第289714号 ⻑⾕川祥久

２１． 設計変更箇所確認

２３． 完成図等

① 電子納品： 対象

②

③ 提出書類

・ 竣工図（製本2部、電子データ1部）（サイズ：監督員の指示による）

・ 工事写真（電子データ1部）

・ 使用材料一覧表（竣工図表紙裏面に貼付、電子データ1部）

・ 保全に関する資料

・ その他監督員が指示する図書（必要部数）

④

⑤

⑥ 工事写真の撮影は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること。

⑦ 工事完成撮影は、 別途指定がある場合を除き、専門家によらないものとする。

⑧ 既存埋設管等の状況について、現場と図面の相違が発覚した場合は竣工図に反映させること。

２４． デジタル工事写真の小黒板情報電子化

①

２５． 火災保険

本工事の着手に際し、 火災保険等（火災保険、建設工事保険その他の保険（これに準ずるものを含む。））を請負額に応じて付保する。

① 対象物

工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）について付保する。

② 付保除外工事

次に掲げる単独工事については、付保を除外できる。

・杭及び基礎工事　　・コンクリート躯体工事　　・屋外付帯工事　　・その他実状を判断のうえ必要がないと認めた場合（外壁補修工事等） 

③ 付保する時期及び金額

④ 保険終期

工事完成期日に14日を加えた期日とする。なお、 工期延伸した場合には保険の期間も延長する。

⑤ その他

・ 付保する時期以降に出来高払を行う場合は、 受注者は保険契約の証券の写しを出来高払の書類に添付する。

・ 建設工事保険に付保した場合は、火災保険に付保したものとみなす。

設計事務所による工事監理がある場合、受注者は、工事監理業務受注者が作成する設計変更箇所一覧表の内容について、監督員、工事監理業務受注者とともに定期的に確認すること。また、工事

しゅん工前には全ての設計変更箇所及び内容を監督員、工事監理業務受注者とともに、書面により確認すること。

受注者は、原則として「鳴門市電子納品要領」に基づいて設計、工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品（以下「電子納品」とすること。

しゅん工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること。しゅん工図データは、関係図面（データ貸与）を修正して作成し、PDF形式、SFC形式及リジナル形式をCD-R等に保存する。

工事写真の電子データは完成写真、 着手前、 資機材、 施工状況の順に整理する。完成写真については、 工事目的物の状態が、資機材、 施工状況等については、不可視部出来形が写真で

的確に確認できること。

受注者は、デジタル工事写真の小黒板情報電子化の実施を希望する場合は、監督員の承諾を得たうえで、デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以下「対象工事」という。）とすること

ができる。

鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に、 木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に、請負金額相当額を付保する。また、模様替え工事等については、 工事着手時に請負金額相当

額を付保する。
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Ⅲ．建築改修工事特記仕様書

１章 改修一般共通事項

１． 施工条件

施工条件は次による。

① 工程については、施設管理者と協議の上決定すること。

②

③ 施工順序について発注者から要望があった場合は、協議の上決定すること。

④ 施設管理者より作業中止の要望がある場合は、作業の中止を行う場合がある。

⑤ 施設管理者より工事内容変更の要望があった場合は、協議の上決定すること。

⑥ 発注者や指定管理候補者等が別途発注する工事等との調整及び協力を行うこと。

⑦ その他の詳細な施工条件については、実施工程表及び総合施工計画書の作成時に施設管理者と協議の上決定し、適宜相互に日程の調整及び確認を行う。

２． 重要備品等

工事に影響のある範囲内の重要備品等  （ 有 ・ 無 ）

備品等名称 ：

保管場所 ：

注意事項 ：

３． 施工調査

調査期間

本工事の着手時に、 給排水、 ガス管、 地下埋設物等の調査を行う。

調査期間は 1   週間とする。

４． 交通誘導警備員

交通誘導警備員については、 警備業法に基づく警備員とし、 図示する場所に 55 日間配置すること。

① 本工事は、 警備員等の検定等に関する規則第1条第4号により規定された交通誘導警備業務を行う場所に一級又は二級の検定合格警備員の配置が

（ ・ ）

② 警備員は、 延 55 人 （昼 55 人、 夜 0 人：うち検定合格警備員 0 人）を見込んでいる。

③ 警備業法を遵守するとともに、 受注者は交通誘導警備員の配置計画書及び合格証明書の写し等資格要件の確認ができる資料を事前に監督員へ提出すること。

④ 配置された検定合格警備員は、 業務に従事している間は合格証明書を携帯し、かつ、監督員等の請求があるときは、これを提示すること。

⑤

⑥ 受注者は、 「交通誘導警備員勤務実績報告書」を作成し、 勤務実績が確認できる資料（勤務伝票の写し）とともに、 1月毎に監督員へ1部提出しなければならない。

周辺施設の使用に影響のある、騒音、振動、粉塵等を伴う作業を行う場合は、周辺施設関係者へ周知すること。また、周辺施設管理者より作業中止の要望がある場合

は、作業の中止を行う場合がある。

義務付けられている 義務付けられていない

受注者は、発注者が行う交通誘導警備員勤務実績調査の実施に協力しなければならない。 また、対象工事の一部について下請負契約を締結する場合は、当該下請負

工事の受注者（当該下請負工事の一部に係る二次以降の下請負人を含む。）も同様の義務を負う旨を定めなければならない。

２章 改修仮設工事

１． 敷地の状況確認

着工に先立ち、敷地境界、既存構造物、敷地の高低差、地下埋設物の確認、近隣建築物及び工作物の現状確認、排水経路及び配水管の流末処理の確認並びに敷

地周辺の状況を確認し、監督員に報告すること。

２． ベンチマーク

設計GLの設定は、監督員の指示により決定する。

３． 足場等

① 仮設機材及び経年仮設機材の使用については、次の規格又は認定基準（以下「規格等」という。）に適合するものを使用すること。

1) 労働安全衛生法に基づく構造規格

2) （一社）仮設工業会の認定基準

②

届け出をおこなった場合は、監督員に報告すること。

届け出不要の場合は、その旨監督員に報告すること。

③

④ 外部足場（図示の通り）

・ 壁つなぎ間隔（水平方向:  ８m以下、鉛直方向:    ９m以下）

・

⑤ 内部足場（図示の通り）

・ 壁つなぎ間隔（水平方向:   m以下、鉛直方向:    m以下）

⑥ 仮囲い（図示の通り）

⑦ ゲ－ト（ 有 ・ 無 図示の通り）

⑧ 足場等の設置業者は、関連工事等の関係者に無償で使用させること。また安全管理も実施すること。

⑨ 足場等を無償使用する業者は、設置業者の指示に従うこと。

⑩

⑪

⑫ その他

４． 養生

① 既存部分の養生範囲は図示による。（養生方法：監督員の指示による）

② 既存部分の家具等の養生範囲は図示による。（養生方法：監督員の指示による）

③ 仮間仕切りは、（ A種 ・  B種 ・ C種  ）とする。（養生方法：なし）

５． 監督員事務所

① 監督員事務所は（ （面積    m2程度） ・ ）

② 監督員事務所を設置する場合、備品は次のものを設置すること。

1) 机、椅子、書棚、製図版、掛時計、温度計、湿度計

2) ゴム長靴、雨がっぱ、保護帽、懐中電灯、安全帯

3) 請負加入電話の子機

4) 衣類ロッカ－、冷暖房機器、消火器、湯沸器、掃除具

5) ファクシミリ他

６． 工事用用水、 電力等

① 既存電力利用（  ・  ）、電力料金（ 有償  ・ 無償  ）ただし、施設管理者と協議すること。

② 既存用水利用（  ・  ）、電力料金（ 有償  ・ 無償  ）ただし、施設管理者と協議すること。

７． 仮設道路整備復旧等

① 工事に当たっては、 図示のとおり仮設道路を設ける。なお、 同道路の必要がなくなった時点で、 早期に 既存舗装を復旧 すること。

② 道路占有料 円

８． 工事車両用駐車場資材置場・現場事務所用地等

① 同用地は、 （  ・  ）設けること。ただし、 施設管理者と協議すること。

② 借地借家料 円

図示の場所に  用意していないので業者にて

石綿含有仕上塗材が施工された外壁に対する足場繋ぎ用アンカーの下穴穿孔作業については、「石綿等の切断等の作業」及び「石綿取り扱い作業」に該当するため、石綿

障害予防規則（平成17年厚生労働省令第 21号）を遵守し作業を行うこと。

設ける 設けない 

出来る  出来ない

出来る  出来ない

受注者は、つり足場（ゴンドラのつり足場を除く。）、張出し足場又は高さが5メートル以上の構造の足場の組立て、解体又は変更の作業において、材料、器具、工具等を上

げ、又はおろすときは、つり綱、つり 袋等を労働者に使用させなければならない。また、作業主任者を選任し、その氏名、職務を掲示すること。

また、厚生労働省の「経年仮設機材の管理指針」に基づく（一社）仮設工業会の「適用工場制度」による登録工場及び指定工場等の活用に努めるとともに、前記規格等に

定めるもの以外の使用に当たってはあらかじめ強度等を確認した書類を監督員に提出し、承諾を得ること。

労働安全衛生法第88条に基づき、労働安全衛生規則別表第7に掲げる機械等（組立から解体までの期間が 60日未満を除く）の設置や移転、変更を行う場合は、30日前

までに所轄労働基準監督署長に届け出をおこなうこと。

労働安全衛生法第88条に基づく届け出の要否に関わらず、足場を設置する場合は、使用開始前に足場チェックリストを用いて点検した後、監督員の確認を受けること。

足場を設置する場合は、原則として「手すり先行工法に関するガイドライン」（標仕2.2.4）の別紙1「手すり先行工法による足場の組み立て等に関する基準」の2の(2) 手すり据

置方式 により行うこと。ただし監督員の承諾を得た場合は、（3）手すり先行専用足場方式により行うことができる。

Ⅲ．建築改修工事特記仕様書

１章 改修一般共通事項

１． 施工条件

施工条件は次による。

① 工程については、施設管理者と協議の上決定すること。

②

③ 施工順序について発注者から要望があった場合は、協議の上決定すること。

④ 施設管理者より作業中止の要望がある場合は、作業の中止を行う場合がある。

⑤ 施設管理者より工事内容変更の要望があった場合は、協議の上決定すること。

⑥ 発注者や指定管理候補者等が別途発注する工事等との調整及び協力を行うこと。

⑦ その他の詳細な施工条件については、実施工程表及び総合施工計画書の作成時に施設管理者と協議の上決定し、適宜相互に日程の調整及び確認を行う。

２． 重要備品等

工事に影響のある範囲内の重要備品等  （ 有 ・ 無 ）

備品等名称 ：

保管場所 ：

注意事項 ：

３． 施工調査

調査期間

本工事の着手時に、 給排水、 ガス管、 地下埋設物等の調査を行う。

調査期間は 1   週間とする。

４． 交通誘導警備員

交通誘導警備員については、 警備業法に基づく警備員とし、 図示する場所に 55 日間配置すること。

① 本工事は、 警備員等の検定等に関する規則第1条第4号により規定された交通誘導警備業務を行う場所に一級又は二級の検定合格警備員の配置が

（ ・ ）

② 警備員は、 延 55 人 （昼 55 人、 夜 0 人：うち検定合格警備員 0 人）を見込んでいる。

③ 警備業法を遵守するとともに、 受注者は交通誘導警備員の配置計画書及び合格証明書の写し等資格要件の確認ができる資料を事前に監督員へ提出すること。

④ 配置された検定合格警備員は、 業務に従事している間は合格証明書を携帯し、かつ、監督員等の請求があるときは、これを提示すること。

⑤

⑥ 受注者は、 「交通誘導警備員勤務実績報告書」を作成し、 勤務実績が確認できる資料（勤務伝票の写し）とともに、 1月毎に監督員へ1部提出しなければならない。

周辺施設の使用に影響のある、騒音、振動、粉塵等を伴う作業を行う場合は、周辺施設関係者へ周知すること。また、周辺施設管理者より作業中止の要望がある場合

は、作業の中止を行う場合がある。

義務付けられている 義務付けられていない

受注者は、発注者が行う交通誘導警備員勤務実績調査の実施に協力しなければならない。 また、対象工事の一部について下請負契約を締結する場合は、当該下請負

工事の受注者（当該下請負工事の一部に係る二次以降の下請負人を含む。）も同様の義務を負う旨を定めなければならない。

②
③
④
⑤



縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa05--特記仕様書５

３章 防水改修工事

１． 一般事項

① 保護層、防水層等を撤去した結果、下地等の状況により、設計図書に定められた施工方法によることが不適当な場合は監督員と協議すること。

② 降雨等に対する養生方法は、 （ ・ ・ ） とする。

２． 改修工法の種類及び工程

３． 既存下地の補修材料

① アスファルトは、JIS K 2207の規格品3種とする。

② 端部押さえ金物は、既成アルミニウム製とし、形状寸法は とする。

③ ポリマーセメントモルタル及びポリマーセメントペースト、層間接着用プライマー、アスファルト系下地調整材、改修用ドレン等の材料は、ルーフィング類製造所の指定する製品とする。

４． ルーフドレン回りの処理

ルーフドレンの端部から（ （ 500mm ・ 300mm ） の防水層及びシーリングを撤去し、ポリマーセメントモルタルで勾配1/2程度に仕上げること。

５． 既存下地の補修及び処理

補修箇所の形状、長さ、数量等は図示する。

６． 合成高分子系ルーフィングシート防水

① 合成高分子系ルーフィングシートは、JIS A 6008の規格品とする。

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

mm mm

② 仕上げ塗料の種類（  ）、 使用量 （ ）

③ 機械式固定工法の場合は、引抜き試験の結果に基づき、建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する。

④ 建築基準法に基づき定められた区分等

基準風速Vo=（ ）m/s   地表面粗度区分（ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ ）

⑤ 絶縁用シート及び可塑剤移行防止用シートの材質は、（ ・ ）とする。

⑥ プライマー、増し張り用シート、成型役物、接着剤、仕上塗料、シール材、固定金具、絶縁用テープ等は、ルーフィングシート製造所の指定する製品とする。

⑦ 固定金具 　 材質（ ）、形状寸法（ ）

⑧ 特記仕様書、改標仕及び標仕以外は、主材料製造所の仕様による。

⑨ 脱気装置の仕様： なし

⑩ ルーフドレンの材質規格 縦方向コーン型：鋳鉄製　横方向改修用二重ドレン：塩ビ樹脂製

７． 塗膜防水

① 工  法： 種  別：

② 塗膜を形成する材料は、JIS A 6021の規格品とする。

③ プライマー、 層間接着用プライマー、 補強布、 接着剤、 通気緩衝シート、  シーリング材、 仕上げ塗材等は主材料製造所の指定製品とする。

④ 特記仕様書、改標仕及び標仕以外は、主材料製造所の仕様による。

８． シーリング

① シーリング材は、JIS A 5758の規格品とする。

② プライマーは、被着体及びシーリングの種類により使い分けること。

③ 監督員に、シーリング材の有効期限が切れていないことの確認を受けること。

④ シーリング面への仕上塗材仕上げ等を（ 行う ・ 行わない ）。・ ）。

⑤ 外部に面するシーリング材は、施工に先立ち（ ・ ）を行う。

ただし、同じ材料の組合せで実施した試験成績書がある場合は、監督員の承諾を受けて、試験を省略することができる。

⑥ 種類及び施工箇所

９． とい

① といの材種（ ）

② 防露材の品質について、ホルムアルデヒドの発散量はF☆☆☆☆とする。

③ たてどい受金物の取付けは図示する。

④ ルーフドレンの取付けは図示する。

１０．漏水試験

① 漏水試験を行う。

１１．防水保証

① 防水工事完了後は、メーカー、元請業者、下請業者の3者連名による（ 3 ・ 5 ・ 7 ・ 10  ）年間の防水工事性能保証書を提出すること。

上屋シート養生 下階天井養生 その他（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　工  法

工  程

S-F2接着工法(塩ビシート防水

接着工法）
工  法 工  法

2  既存保護層(平場)撤去等 有

3  既存断熱層撤去等 無

施工箇所 屋根 立上り及び平場

1  既存保護層(立上り部等)撤去等 有

6  既存下地の補修及び処置 ひび割れ補修

7  防水層の新設 S-F2

4  既存防水層(立上り部等)撤去等 有

5  既存防水層(平場)撤去等 有

（ L型 ）

8  断熱材の新設 無

9  保護層の新設 無

備    考
種  類 厚  さ 種  類 厚  さ

P0S

S4S

S-F1

工  法 種  別
シート 断熱材

施工箇所

S-F2

S-M2

S-M1

M4S
S-M1

S-F2 塩化ビニル系樹脂 2 屋根平面部及び立上り
S3S

S-F1

S-M2

P0SI

S3SI

S4SI

M4SI

SI-F1

SI-M1

SI-F2

SI-M2

高反射保護塗料 メーカー仕様による
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P1S S-C1

S(SI)-M2 S-C1

下地処理 標仕9.4.4(1)又は改標仕3.5.4による。入隅は直角、出隅は面取りとし、小石等は完全に除去する。目地部に幅50mm絶縁テープ張り

平場接着法 接着剤塗布 固定金具 接着剤

アルミ L型

区  分 S(SI)-F1 S(SI)-F2 S(SI)-M1

ルーフィングシート張付けに先立ち、成

形役物又は200mm角程度の増張り

用シートを張り付ける

ルーフドレ

ン、配管等と

防水下地材と

の取合い部

シート張付けに先立ち次の

処理をする。

・ルーフドレン廻りは幅

150mm程度の増張り用

シートをドレンと下地に割り

振り張付ける。

・配管回りは幅100mm程

度の増張り用シートを下地

面に30mm程度張掛け、

張付ける。

S-F1と同じ

シート張付けに先立ち次の処理をす

る。

・排水器具回りは、幅250mm程度の

増張り用シートを排水器具と下地に

割り振り、排水器具のつばには増張り

用シートを100mm程度張り掛け、張り

付ける。

・配管回りは、幅250mm程度の増張

り用シートを排水器具と下地に張り付

け後幅80mm程度の増張り用シートを

下地面に30mm程度張り掛け、張り付

断熱材(断熱工法)
下地に断熱材を隙間無く張付、 ローラー等で密

着した後ルーフィングを張り付ける
下地に断熱材を隙間無く敷詰め固定する

増

張

立上り部等出

隅入隅部

ルーフィングシート張付けに

先立ち200mm角程度の補

強張り用シートを増し張り

ルーフィングシート 施工後

成形役物張付け
S-F1と同じ S-F2と同じ

重

部

平場 縦横100mm以上 縦横40mm以上 縦横100mm以上 縦横40mm以上

接合部 接  着  剤 熱融着又は溶剤溶着 接着剤

接合端部 テープ状シール又は接着剤 紐状又は液状シール テープ状シール又は接着剤 紐状又は液状シール 接着剤

縦横100mm以上

立上りと平場 150mm以上 40mm以上 150mm以上 40mm以上 100mm以上

L4X工法 X-2（密着）

工  法 種  別 施 工 箇 所 仕 上 塗 料

立上り・立下り部

の末端部処理

端部にテープ状シール張りの上ルーフィングシート張付け、 末端部は押さえ金物で固定し、

シール材を充填する。

ポリマーセメントモルタルを覆

い被せる

仕上げ塗料

・非歩行用

(シルバー2回塗り)

・軽歩行用

保護コンクリート

備  考

P0X

X-1

X-2

X-1H

X-3H

X-3H

L4X

X-1

X-2 笠木など図示 主材料の製造所の仕様

X-1H

P1Y Y-2

P2Y Y-2

行う 行わない

 簡易接着性試験 引張接着性試験

記  号 材  質 既  存 施工箇所 改修工法 寸  法 接着試験

SR-1 1成分シリコーン系 ー RD リセス部 図示 図示 行う

PS-2 ポリサルファイド系

SR-2 2成分シリコーン系

鋼管（AGP管）

ただし、正当な理由により、確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの発散量がF☆☆☆☆の防露材を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承

諾を得るものとする。

PU-2 ポリウレタン系

MS-2 変成シリコーン

３章 防水改修工事

１． 一般事項

① 保護層、防水層等を撤去した結果、下地等の状況により、設計図書に定められた施工方法によることが不適当な場合は監督員と協議すること。

② 降雨等に対する養生方法は、 （ ・ ・ ） とする。

２． 改修工法の種類及び工程

３． 既存下地の補修材料

① アスファルトは、JIS K 2207の規格品3種とする。

② 端部押さえ金物は、既成アルミニウム製とし、形状寸法は とする。

③ ポリマーセメントモルタル及びポリマーセメントペースト、層間接着用プライマー、アスファルト系下地調整材、改修用ドレン等の材料は、ルーフィング類製造所の指定する製品とする。

４． ルーフドレン回りの処理

ルーフドレンの端部から（ （ 500mm ・ 300mm ） の防水層及びシーリングを撤去し、ポリマーセメントモルタルで勾配1/2程度に仕上げること。

５． 既存下地の補修及び処理

補修箇所の形状、長さ、数量等は図示する。

６． 合成高分子系ルーフィングシート防水

① 合成高分子系ルーフィングシートは、JIS A 6008の規格品とする。

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

mm mm

② 仕上げ塗料の種類（  ）、 使用量 （ ）

③ 機械式固定工法の場合は、引抜き試験の結果に基づき、建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する。

④ 建築基準法に基づき定められた区分等

基準風速Vo=（ ）m/s   地表面粗度区分（ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ ）

⑤ 絶縁用シート及び可塑剤移行防止用シートの材質は、（ ・ ）とする。

⑥ プライマー、増し張り用シート、成型役物、接着剤、仕上塗料、シール材、固定金具、絶縁用テープ等は、ルーフィングシート製造所の指定する製品とする。

⑦ 固定金具 　 材質（ ）、形状寸法（ ）

⑧ 特記仕様書、改標仕及び標仕以外は、主材料製造所の仕様による。

⑨ 脱気装置の仕様： なし

⑩ ルーフドレンの材質規格 縦方向コーン型：鋳鉄製　横方向改修用二重ドレン：塩ビ樹脂製

７． 塗膜防水

① 工  法： 種  別：

② 塗膜を形成する材料は、JIS A 6021の規格品とする。

③ プライマー、 層間接着用プライマー、 補強布、 接着剤、 通気緩衝シート、  シーリング材、 仕上げ塗材等は主材料製造所の指定製品とする。

④ 特記仕様書、改標仕及び標仕以外は、主材料製造所の仕様による。

８． シーリング

① シーリング材は、JIS A 5758の規格品とする。

② プライマーは、被着体及びシーリングの種類により使い分けること。

③ 監督員に、シーリング材の有効期限が切れていないことの確認を受けること。

④ シーリング面への仕上塗材仕上げ等を（ 行う ・ 行わない ）。・ ）。

⑤ 外部に面するシーリング材は、施工に先立ち（ ・ ）を行う。

ただし、同じ材料の組合せで実施した試験成績書がある場合は、監督員の承諾を受けて、試験を省略することができる。

⑥ 種類及び施工箇所

９． とい

① といの材種（ ）

② 防露材の品質について、ホルムアルデヒドの発散量はF☆☆☆☆とする。

③ たてどい受金物の取付けは図示する。

④ ルーフドレンの取付けは図示する。

１０．漏水試験

① 漏水試験を行う。

１１．防水保証

① 防水工事完了後は、メーカー、元請業者、下請業者の3者連名による（ 3 ・ 5 ・ 7 ・ 10  ）年間の防水工事性能保証書を提出すること。

上屋シート養生 下階天井養生 その他（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　工  法

工  程

S-F2接着工法(塩ビシート防水

接着工法）
工  法 工  法

2  既存保護層(平場)撤去等 有

3  既存断熱層撤去等 無

施工箇所 屋根 立上り及び平場

1  既存保護層(立上り部等)撤去等 有

6  既存下地の補修及び処置 ひび割れ補修

7  防水層の新設 S-F2

4  既存防水層(立上り部等)撤去等 有

5  既存防水層(平場)撤去等 有

（ L型 ）

8  断熱材の新設 無

9  保護層の新設 無

備    考
種  類 厚  さ 種  類 厚  さ

P0S

S4S

S-F1

工  法 種  別
シート 断熱材

施工箇所

S-F2

S-M2

S-M1

M4S
S-M1

S-F2 塩化ビニル系樹脂 2 屋根平面部及び立上り
S3S

S-F1

S-M2

P0SI

S3SI

S4SI

M4SI

SI-F1

SI-M1

SI-F2

SI-M2

高反射保護塗料 メーカー仕様による
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P1S S-C1

S(SI)-M2 S-C1

下地処理 標仕9.4.4(1)又は改標仕3.5.4による。入隅は直角、出隅は面取りとし、小石等は完全に除去する。目地部に幅50mm絶縁テープ張り

平場接着法 接着剤塗布 固定金具 接着剤

アルミ L型

区  分 S(SI)-F1 S(SI)-F2 S(SI)-M1

ルーフィングシート張付けに先立ち、成

形役物又は200mm角程度の増張り

用シートを張り付ける

ルーフドレ

ン、配管等と

防水下地材と

の取合い部

シート張付けに先立ち次の

処理をする。

・ルーフドレン廻りは幅

150mm程度の増張り用

シートをドレンと下地に割り

振り張付ける。

・配管回りは幅100mm程

度の増張り用シートを下地

面に30mm程度張掛け、

張付ける。

S-F1と同じ

シート張付けに先立ち次の処理をす

る。

・排水器具回りは、幅250mm程度の

増張り用シートを排水器具と下地に

割り振り、排水器具のつばには増張り

用シートを100mm程度張り掛け、張り

付ける。

・配管回りは、幅250mm程度の増張

り用シートを排水器具と下地に張り付

け後幅80mm程度の増張り用シートを

下地面に30mm程度張り掛け、張り付

断熱材(断熱工法)
下地に断熱材を隙間無く張付、 ローラー等で密

着した後ルーフィングを張り付ける
下地に断熱材を隙間無く敷詰め固定する

増

張

立上り部等出

隅入隅部

ルーフィングシート張付けに

先立ち200mm角程度の補

強張り用シートを増し張り

ルーフィングシート 施工後

成形役物張付け
S-F1と同じ S-F2と同じ

重

部

平場 縦横100mm以上 縦横40mm以上 縦横100mm以上 縦横40mm以上

接合部 接  着  剤 熱融着又は溶剤溶着 接着剤

接合端部 テープ状シール又は接着剤 紐状又は液状シール テープ状シール又は接着剤 紐状又は液状シール 接着剤

縦横100mm以上

立上りと平場 150mm以上 40mm以上 150mm以上 40mm以上 100mm以上

L4X工法 X-2（密着）

工  法 種  別 施 工 箇 所 仕 上 塗 料

立上り・立下り部

の末端部処理

端部にテープ状シール張りの上ルーフィングシート張付け、 末端部は押さえ金物で固定し、

シール材を充填する。

ポリマーセメントモルタルを覆

い被せる

仕上げ塗料

・非歩行用

(シルバー2回塗り)

・軽歩行用

保護コンクリート

備  考

P0X

X-1

X-2

X-1H

X-3H

X-3H

L4X

X-1

X-2 笠木など図示 主材料の製造所の仕様

X-1H

P1Y Y-2

P2Y Y-2

行う 行わない

 簡易接着性試験 引張接着性試験

記  号 材  質 既  存 施工箇所 改修工法 寸  法 接着試験

SR-1 1成分シリコーン系 ー RD リセス部 図示 図示 行う

PS-2 ポリサルファイド系

SR-2 2成分シリコーン系

鋼管（AGP管）

ただし、正当な理由により、確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの発散量がF☆☆☆☆の防露材を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承

諾を得るものとする。

行う

PU-2 ポリウレタン系

MS-2 変成シリコーン ー シート防水アルミ金物抑え部 図示 図示
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設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa06--特記仕様書６

３章 防水改修工事

１． 一般事項

① 保護層、防水層等を撤去した結果、下地等の状況により、設計図書に定められた施工方法によることが不適当な場合は監督員と協議すること。

② 降雨等に対する養生方法は、 （ ・ ・ ） とする。

２． 改修工法の種類及び工程

３． 既存下地の補修材料

① アスファルトは、JIS K 2207の規格品3種とする。

② 端部押さえ金物は、既成アルミニウム製とし、形状寸法は とする。

③ ポリマーセメントモルタル及びポリマーセメントペースト、層間接着用プライマー、アスファルト系下地調整材、改修用ドレン等の材料は、ルーフィング類製造所の指定する製品とする。

４． ルーフドレン回りの処理

ルーフドレンの端部から（ （ 500mm ・ 300mm ） の防水層及びシーリングを撤去し、ポリマーセメントモルタルで勾配1/2程度に仕上げること。

５． 既存下地の補修及び処理

補修箇所の形状、長さ、数量等は図示する。

６． 合成高分子系ルーフィングシート防水

① 合成高分子系ルーフィングシートは、JIS A 6008の規格品とする。

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

mm mm

② 仕上げ塗料の種類（  ）、 使用量 （ ）

③ 機械式固定工法の場合は、引抜き試験の結果に基づき、建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する。

④ 建築基準法に基づき定められた区分等

基準風速Vo=（ ）m/s   地表面粗度区分（ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ ）

⑤ 絶縁用シート及び可塑剤移行防止用シートの材質は、（ ・ ）とする。

⑥ プライマー、増し張り用シート、成型役物、接着剤、仕上塗料、シール材、固定金具、絶縁用テープ等は、ルーフィングシート製造所の指定する製品とする。

⑦ 固定金具 　 材質（ ）、形状寸法（ ）

⑧ 特記仕様書、改標仕及び標仕以外は、主材料製造所の仕様による。

⑨ 脱気装置の仕様： なし

⑩ ルーフドレンの材質規格 縦方向コーン型：鋳鉄製　横方向改修用二重ドレン：塩ビ樹脂製

７． 塗膜防水

① 工  法： 種  別：

② 塗膜を形成する材料は、JIS A 6021の規格品とする。

③ プライマー、 層間接着用プライマー、 補強布、 接着剤、 通気緩衝シート、  シーリング材、 仕上げ塗材等は主材料製造所の指定製品とする。

④ 特記仕様書、改標仕及び標仕以外は、主材料製造所の仕様による。

８． シーリング

① シーリング材は、JIS A 5758の規格品とする。

② プライマーは、被着体及びシーリングの種類により使い分けること。

③ 監督員に、シーリング材の有効期限が切れていないことの確認を受けること。

④ シーリング面への仕上塗材仕上げ等を（ 行う ・ 行わない ）。・ ）。

⑤ 外部に面するシーリング材は、施工に先立ち（ ・ ）を行う。

ただし、同じ材料の組合せで実施した試験成績書がある場合は、監督員の承諾を受けて、試験を省略することができる。

⑥ 種類及び施工箇所

９． とい

① といの材種（ ）

② 防露材の品質について、ホルムアルデヒドの発散量はF☆☆☆☆とする。

③ たてどい受金物の取付けは図示する。

④ ルーフドレンの取付けは図示する。

１０．漏水試験

① 漏水試験を行う。

１１．防水保証

① 防水工事完了後は、メーカー、元請業者、下請業者の3者連名による（ 3 ・ 5 ・ 7 ・ 10  ）年間の防水工事性能保証書を提出すること。

上屋シート養生 下階天井養生 その他（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　工  法

工  程

S-F2接着工法(塩ビシート防水

接着工法）
工  法 工  法

2  既存保護層(平場)撤去等 有

3  既存断熱層撤去等 無

施工箇所 屋根 立上り及び平場

1  既存保護層(立上り部等)撤去等 有

6  既存下地の補修及び処置 ひび割れ補修

7  防水層の新設 S-F2

4  既存防水層(立上り部等)撤去等 有

5  既存防水層(平場)撤去等 有

（ L型 ）

8  断熱材の新設 無

9  保護層の新設 無

備    考
種  類 厚  さ 種  類 厚  さ

P0S

S4S

S-F1

工  法 種  別
シート 断熱材

施工箇所

S-F2

S-M2

S-M1

M4S
S-M1

S-F2 塩化ビニル系樹脂 2 屋根平面部及び立上り
S3S

S-F1

S-M2

P0SI

S3SI

S4SI

M4SI

SI-F1

SI-M1

SI-F2

SI-M2

高反射保護塗料 メーカー仕様による

36

発砲ポリエチレンシート

P1S S-C1

S(SI)-M2 S-C1

下地処理 標仕9.4.4(1)又は改標仕3.5.4による。入隅は直角、出隅は面取りとし、小石等は完全に除去する。目地部に幅50mm絶縁テープ張り

平場接着法 接着剤塗布 固定金具 接着剤

アルミ L型

区  分 S(SI)-F1 S(SI)-F2 S(SI)-M1

ルーフィングシート張付けに先立ち、成

形役物又は200mm角程度の増張り

用シートを張り付ける

ルーフドレ

ン、配管等と

防水下地材と

の取合い部

シート張付けに先立ち次の

処理をする。

・ルーフドレン廻りは幅

150mm程度の増張り用

シートをドレンと下地に割り

振り張付ける。

・配管回りは幅100mm程

度の増張り用シートを下地

面に30mm程度張掛け、

張付ける。

S-F1と同じ

シート張付けに先立ち次の処理をす

る。

・排水器具回りは、幅250mm程度の

増張り用シートを排水器具と下地に

割り振り、排水器具のつばには増張り

用シートを100mm程度張り掛け、張り

付ける。

・配管回りは、幅250mm程度の増張

り用シートを排水器具と下地に張り付

け後幅80mm程度の増張り用シートを

下地面に30mm程度張り掛け、張り付

断熱材(断熱工法)
下地に断熱材を隙間無く張付、 ローラー等で密

着した後ルーフィングを張り付ける
下地に断熱材を隙間無く敷詰め固定する

増

張

立上り部等出

隅入隅部

ルーフィングシート張付けに

先立ち200mm角程度の補

強張り用シートを増し張り

ルーフィングシート 施工後

成形役物張付け
S-F1と同じ S-F2と同じ

重

部

平場 縦横100mm以上 縦横40mm以上 縦横100mm以上 縦横40mm以上

接合部 接  着  剤 熱融着又は溶剤溶着 接着剤

接合端部 テープ状シール又は接着剤 紐状又は液状シール テープ状シール又は接着剤 紐状又は液状シール 接着剤

縦横100mm以上

立上りと平場 150mm以上 40mm以上 150mm以上 40mm以上 100mm以上

L4X工法 X-2（密着）

工  法 種  別 施 工 箇 所 仕 上 塗 料

立上り・立下り部

の末端部処理

端部にテープ状シール張りの上ルーフィングシート張付け、 末端部は押さえ金物で固定し、

シール材を充填する。

ポリマーセメントモルタルを覆

い被せる

仕上げ塗料

・非歩行用

(シルバー2回塗り)

・軽歩行用

保護コンクリート

備  考

P0X

X-1

X-2

X-1H

X-3H

X-3H

L4X

X-1

X-2 笠木など図示 主材料の製造所の仕様

X-1H

P1Y Y-2

P2Y Y-2

行う 行わない

 簡易接着性試験 引張接着性試験

記  号 材  質 既  存 施工箇所 改修工法 寸  法 接着試験

SR-1 1成分シリコーン系 ー RD リセス部 図示 図示 行う

PS-2 ポリサルファイド系

SR-2 2成分シリコーン系

鋼管（AGP管）

ただし、正当な理由により、確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの発散量がF☆☆☆☆の防露材を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承

諾を得るものとする。

PU-2 ポリウレタン系

MS-2 変成シリコーン

４章 外壁改修工事

１． 外壁改修の施工数量及び調査方法

① 当工事の積算計上数量は図面による。

② 施工数量は、次の調査により監督員が承諾し確定した数量に基づき設計変更を行う。

③ 外部足場設置後、施工数量調査を行う。

④

２． 外壁改修工法の種類及び材料

① コンクリート打放し仕上げ外壁

工法：

注入量： ml/本

注入間隔：

エポキシ樹脂：

材料：

シーリング材：

② ポリマーセメントモルタルの製造所：  評価名簿による。

３． 仕上塗材仕上げ外壁改修工事

① 仕上げの模様、色及びつやは、見本帳又は見本塗り板を監督員に提出して、承諾をうけること。

② 下地処理（下地のひび割れ部の補修）は、 2.外壁改修工法の種類及び材料による。

外壁改修仕上げは、工事に先立ち、監督員の指定した範囲で１m2x３箇所程度試験施工を実施。監督員に試験施工仕上げの確認を得ること。

上記は、鳴門市文化会館耐震改修事業の外壁躯体改修仕上げの美観に揃えることを目的とする。

可とう形

改修用

仕上塗材

JIS A 6909

可とう形

改修塗材E

可とう形

改修塗材RE

可とう形

改修塗材CE

防水形

複層塗材RE

複層塗材RE

防水形

複層塗材CE

防水形

複層塗材E

複層塗材Si

複層仕上塗材

JIS A 6909

複層塗材CE

可とう形

複層塗材CE

複層塗材E

厚付け

仕上塗材

JIS A 6909

外装厚塗材C

外装厚塗材E

外装厚塗材Si

防水形

外装薄塗材E

外装薄塗材S

可とう形

外装薄塗材E

薄付け

仕上塗材

JIS A 6909

外装薄塗材Si

可とう形

外装薄塗材Si

外装薄塗材E （庇 軒裏） 平たん状 ローラー塗り 適用

種   類
既存塗膜の除去

及び下地調整の工法
下地仕上 下地調整 仕上形状 工法 防火認定 上塗材

充填工法 材料：亜硝酸配合モルタル

Uカットシール材充填工法

シール工法 材料：パテ状エポキシ樹脂

エバーボンド EP-600

SC-PU1NB、PU2NB

調査に先立ち、調査内容及び方法等の計画書を作成し監督員の承諾を得ること。また、調査方法等で専門知識が必要な場合は、各工法・材料の専門技術者（製造所

等）に依頼すること。

工  法 ひび割れ部 欠  損  部

樹脂注入工法

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

75

250mm

硬質系低粘度エポキシ樹脂

図示
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健康福祉交流センター 駐車場

鳴門市文化会館

新池川

うずしお橋

撫養川親水公園

業務名称　　鳴門市文化会館中庭庇耐震改修工事設計業務
対象施設　　鳴門市文化会館中庭庇
　　　　　　徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜24-７
発注者　　　鳴門市
設計者　　　有限会社 香山建築研究所

敷地概要
敷地面積　　12,648㎡（竣工図敷地面積）
区域区分　　市街化区域
用途地域　　第１種中高層住居専用地域
建蔽率　　　60%
容積率　　　200%
接続道路　　西側道路：幅員約６m、南側道路：幅員約６m
その他　　　JR鳴門駅から南方向１kmに位置する。
　　　　　　東側に撫養川、南側に新池川が流れる。
　　　　　　北側には、鳴門市健康福祉交流センターが隣接。

施設概要
建築面積　　152.52㎡　
延床面積　　０㎡

構造　　　　RC造
階数　　　　ー

N来客車、搬入車　主要アクセスルート

撫養川

市庁舎

新市庁舎

鳴門市
消防本部

ヴォルティスロード

国道
28号

黒
崎
バ
イ
パ
ス

JR鳴門線

鳴門市
第一中学校

敷地境界線

縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa07図示図示計画概要 敷地案内図 配置図

鳴門市文化会館中庭庇

敷地案内図　縮尺１／3000 N配置図　縮尺１／800

鳴門市文化会館健康福祉交流センター

鳴門市文化会館中庭庇

工事対象
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既存床舗装：タイル

既存床舗装：
インターロッキング
ブロック 既存床舗装：タイル

既存床舗装：
インターロッキング
ブロック

スロープ通路 スロープ通路

スロープ通路 スロープ通路

既存床舗装：タイル

既存床舗装：
インターロッキング
ブロック 既存床舗装：タイル

既存床舗装：
インターロッキング
ブロック

排水配管
撤去
鋼管100φ

78
00

3275

78
00

3275

基礎補強工事に関する土撤去後、埋め戻し範囲
深さ1.2m程度、埋め戻し面の表層は砂利敷

基礎補強工事に関する土撤去範囲
深さ1.2m程度

文化会館側
健康福祉交流
センター側

改修平面図

文化会館側
健康福祉交流
センター側

撤去平面図

スロープ通路 スロープ通路

排水桝排水桝

雨樋 雨樋

排水桝 排水桝

縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有)

N

NCE-Aa081/1201/60平面図
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195防水立上り

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

シート防水施工

シート防水施工

シート防水施工 シート防水施工

シート防水施工

既存シート防水撤去
関連金物共

横型ドレイン改修２
水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

12
00

12
00

横型ドレイン改修２
水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修２
水抜穴再設置100開口12

00

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

12
00

横型ドレイン改修２
水抜穴再設置100開口

既存シート防水撤去
関連金物共

既存シート防水撤去
関連金物共

既存シート防水撤去
関連金物共

既存シート防水撤去
関連金物共

塗膜防水

塗膜防水

文化会館側
健康福祉交流
センター側

改修屋根伏図

文化会館側
健康福祉交流
センター側

撤去補修屋根伏図

あと施工ドレインあと施工ドレイン

縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有)

N

NCE-Aa091/1201/60屋根伏図

塗膜防水
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195防水立上り

防水色分図　縮尺１／200（A3） シート防水＊防水工事に先立ち躯体改修工事を行う

＊表中の単位数量は既存調査の結果から示したもの。施工に先立ち既存調査を施工者にて実施し、その内容を図面等にまとめ監督員に報告すること。

庇防水部

躯体改修色塗り凡例

庇

壁柱

部位 ⼯程 施⼯⼯事名称 施⼯対象箇所 仕様、対象箇所 ⽬ 的  単 位 備 考
庇防⽔部 1 ⾼圧洗浄 ⾼圧洗浄+ｹﾚﾝ作業 改修施⼯材の浸透性の確保 m2
庇防⽔部 2 爆裂部断⾯修復 爆裂部 亜硝酸配合ﾓﾙﾀﾙ、爆裂部の補修 鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修 0.5か所/㎡
庇防⽔部 3 外壁表⾯含侵材塗布 爆裂の多い⾯ 亜硝酸ｶﾙｼｳﾑ系 200CC/㎡ 鉄筋不導体被膜の維持再⽣ 0.5か所/㎡
庇防⽔部 4 表⾯含侵材注⼊ 細管空隙、ひび割れ部分 ⾼濃度ｹｲ酸塩素 ｺﾝｸﾘｰﾄ再結晶化による空隙充填 0.5ｍ/㎡
庇防⽔部 5 ひび割れ補修 ひび割れ部分 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ補修 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄによるひび割れ部の補修 0.5ｍ/㎡

庇防⽔部 6 ポリマーセメント補修 ⽋損部全般
爆裂以外の躯体補修及び躯体表⾯の⽋損部補修
フッ素除去時にできる凹凸補修
鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修

ポリマーセメントによる⽋損部全般の補修 0.5か所/㎡



＊表中の単位数量は既存調査の結果から示したもの。施工に先立ち既存調査を施工者にて実施し、その内容を図面等にまとめ監督員に報告すること。

スロープ通路 スロープ通路

スロープ通路 スロープ通路
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横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口
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新設 排水桝へ接続

あと施工ドレインあと施工ドレイン

シート防水施工 シート防水施工

3275掘削深さ1.2m程度 掘削深さ1.2m程度

掘削深さ1.2m程度

基礎補強工事に関する土埋め戻し範囲
埋め戻し面の表層は砂利敷
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19
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掘削深さ1.2m程度

3275掘削深さ1.2m程度

基礎補強工事に関する土撤去範囲

排水配管
撤去
鋼管100φ

既存シート防水撤去
関連金物共

既存シート防水撤去
関連金物共

既存シート防水撤去
関連金物共

既存シート防水撤去
関連金物共

既存シート防水撤去
関連金物共

横型ドレイン改修２
水抜穴再設置100開口

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

壁柱

庇

壁柱

庇

改修長手断面図 東面

文化会館側健康福祉交流
センター側

撤去長手断面図 東面

文化会館側健康福祉交流
センター側

新設 排水桝へ接続

掘削深さ1.2m程度

改修短手断面図 X2-3

撤去短手断面図 X2-3

雨樋
アルミ89φ
バンドレスタイプ

600 600

雨樋 アルミ89φ
バンドレスタイプ

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa101/1201/60断面図
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Ｘ４ Ｘ３ Ｘ２ Ｘ１改修長手断面図 西面
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庇防水部

躯体改修色塗り凡例

庇

壁柱

部位 ⼯程 施⼯⼯事名称 施⼯対象箇所 仕様、対象箇所 ⽬ 的  単 位 備 考
庇防⽔部 1 ⾼圧洗浄 ⾼圧洗浄+ｹﾚﾝ作業 改修施⼯材の浸透性の確保 m2
庇防⽔部 2 爆裂部断⾯修復 爆裂部 亜硝酸配合ﾓﾙﾀﾙ、爆裂部の補修 鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修 0.5か所/㎡
庇防⽔部 3 外壁表⾯含侵材塗布 爆裂の多い⾯ 亜硝酸ｶﾙｼｳﾑ系 200CC/㎡ 鉄筋不導体被膜の維持再⽣ 0.5か所/㎡
庇防⽔部 4 表⾯含侵材注⼊ 細管空隙、ひび割れ部分 ⾼濃度ｹｲ酸塩素 ｺﾝｸﾘｰﾄ再結晶化による空隙充填 0.5ｍ/㎡
庇防⽔部 5 ひび割れ補修 ひび割れ部分 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ補修 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄによるひび割れ部の補修 0.5ｍ/㎡

庇防⽔部 6 ポリマーセメント補修 ⽋損部全般
爆裂以外の躯体補修及び躯体表⾯の⽋損部補修
フッ素除去時にできる凹凸補修
鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修

ポリマーセメントによる⽋損部全般の補修 0.5か所/㎡
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縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa111/1201/60軒天伏図

＊表中の単位数量は既存調査の結果から示したもの。施工に先立ち既存調査を施工者にて実施し、その内容を図面等にまとめ監督員に報告すること。

庇防水部

躯体改修色塗り凡例

庇

壁柱

部位 ⼯程 施⼯⼯事名称 施⼯対象箇所 仕様、対象箇所 ⽬ 的  単 位 備 考
壁柱 1 ⾼圧洗浄 全⾯ ⾼圧洗浄+ｹﾚﾝ作業 改修施⼯材の浸透性の確保 m2
壁柱 2 爆裂部断⾯修復 爆裂部 亜硝酸配合ﾓﾙﾀﾙ、爆裂部の補修 鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修 0.5か所/㎡
壁柱 3 表⾯含侵材注⼊ 細管空隙、ひび割れ部分 ⾼濃度ｹｲ酸塩素 含侵材注⼊ ｺﾝｸﾘｰﾄ再結晶化による空隙充填 0.5ｍ/㎡
壁柱 4 ひび割れ補修 ひび割れ部分 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ補修 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄによるひび割れ部の補修 0.5ｍ/㎡

壁柱 5 ポリマーセメント補修 ⽋損部全般
爆裂以外の躯体補修及び躯体表⾯の⽋損部補修
フッ素除去時にできる凹凸補修
鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修

ポリマーセメントによる⽋損部全般の補修 0.5か所/㎡

壁柱 6 打放し調補修 全⾯
着⾊改質材ファンデーション塗装（スポンジ＋刷⽑）３⾊
ミックス程度

全⾯美装及び躯体⽌⽔性能の向上 m2 ﾌﾟﾗｲﾏｰ含む

部位 ⼯程 施⼯⼯事名称 施⼯対象箇所 仕様、対象箇所 ⽬ 的  単 位 備 考
庇 1 ⾼圧洗浄 ⾼圧洗浄+ｹﾚﾝ作業 改修施⼯材の浸透性の確保 m2
庇 2 爆裂部断⾯修復 爆裂部 亜硝酸配合ﾓﾙﾀﾙ、爆裂部の補修 鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修 1.5か所/㎡
庇 3 外壁表⾯含侵材塗布 爆裂の多い⾯ 亜硝酸ｶﾙｼｳﾑ系 200CC/㎡ 鉄筋不導体被膜の維持再⽣ 1.5か所/㎡
庇 4 表⾯含侵材注⼊ 細管空隙、ひび割れ部分 ⾼濃度ｹｲ酸塩素 ｺﾝｸﾘｰﾄ再結晶化による空隙充填 3ｍ/㎡
庇 5 ひび割れ補修 ひび割れ部分 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ補修 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄによるひび割れ部の補修 3ｍ/㎡

庇 6 ポリマーセメント補修 ⽋損部全般
爆裂以外の躯体補修及び躯体表⾯の⽋損部補修
フッ素除去時にできる凹凸補修
鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修

ポリマーセメントによる⽋損部全般の補修 1.5か所/㎡

庇 7 打放し調補修 全⾯
着⾊改質材ファンデーション塗装（スポンジ＋刷⽑）３⾊
ミックス程度

全⾯美装及び躯体⽌⽔性能の向上 ｍ2 ﾌﾟﾗｲﾏｰ含む
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センター側

縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa121/1201/60劣化状況図示 長手立面図

＊表中の単位数量は既存調査の結果から示したもの。施工に先立ち既存調査を施工者にて実施し、その内容を図面等にまとめ監督員に報告すること。

庇防水部

躯体改修色塗り凡例

庇

壁柱

部位 ⼯程 施⼯⼯事名称 施⼯対象箇所 仕様、対象箇所 ⽬ 的  単 位 備 考
壁柱 1 ⾼圧洗浄 全⾯ ⾼圧洗浄+ｹﾚﾝ作業 改修施⼯材の浸透性の確保 m2
壁柱 2 爆裂部断⾯修復 爆裂部 亜硝酸配合ﾓﾙﾀﾙ、爆裂部の補修 鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修 0.5か所/㎡
壁柱 3 表⾯含侵材注⼊ 細管空隙、ひび割れ部分 ⾼濃度ｹｲ酸塩素 含侵材注⼊ ｺﾝｸﾘｰﾄ再結晶化による空隙充填 0.5ｍ/㎡
壁柱 4 ひび割れ補修 ひび割れ部分 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ補修 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄによるひび割れ部の補修 0.5ｍ/㎡

壁柱 5 ポリマーセメント補修 ⽋損部全般
爆裂以外の躯体補修及び躯体表⾯の⽋損部補修
フッ素除去時にできる凹凸補修
鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修

ポリマーセメントによる⽋損部全般の補修 0.5か所/㎡

壁柱 6 打放し調補修 全⾯
着⾊改質材ファンデーション塗装（スポンジ＋刷⽑）３⾊
ミックス程度

全⾯美装及び躯体⽌⽔性能の向上 m2 ﾌﾟﾗｲﾏｰ含む

部位 ⼯程 施⼯⼯事名称 施⼯対象箇所 仕様、対象箇所 ⽬ 的  単 位 備 考
庇 1 ⾼圧洗浄 ⾼圧洗浄+ｹﾚﾝ作業 改修施⼯材の浸透性の確保 m2
庇 2 爆裂部断⾯修復 爆裂部 亜硝酸配合ﾓﾙﾀﾙ、爆裂部の補修 鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修 1.5か所/㎡
庇 3 外壁表⾯含侵材塗布 爆裂の多い⾯ 亜硝酸ｶﾙｼｳﾑ系 200CC/㎡ 鉄筋不導体被膜の維持再⽣ 1.5か所/㎡
庇 4 表⾯含侵材注⼊ 細管空隙、ひび割れ部分 ⾼濃度ｹｲ酸塩素 ｺﾝｸﾘｰﾄ再結晶化による空隙充填 3ｍ/㎡
庇 5 ひび割れ補修 ひび割れ部分 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ補修 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄによるひび割れ部の補修 3ｍ/㎡

庇 6 ポリマーセメント補修 ⽋損部全般
爆裂以外の躯体補修及び躯体表⾯の⽋損部補修
フッ素除去時にできる凹凸補修
鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修

ポリマーセメントによる⽋損部全般の補修 1.5か所/㎡

庇 7 打放し調補修 全⾯
着⾊改質材ファンデーション塗装（スポンジ＋刷⽑）３⾊
ミックス程度

全⾯美装及び躯体⽌⽔性能の向上 ｍ2 ﾌﾟﾗｲﾏｰ含む
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既存電気照明撤去
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壁柱立面図

壁柱

庇

躯体補修痕は監督員の確認を行い、
全てフッ素樹脂塗装仕上げにて補修

縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa131/1201/60劣化状況図示 短手立面図
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X1北側 パラペット側

壁柱

庇

＊表中の単位数量は既存調査の結果から示したもの。施工に先立ち既存調査を施工者にて実施し、その内容を図面等にまとめ監督員に報告すること。

庇防水部

躯体改修色塗り凡例

庇

壁柱

部位 ⼯程 施⼯⼯事名称 施⼯対象箇所 仕様、対象箇所 ⽬ 的  単 位 備 考
庇防⽔部 1 ⾼圧洗浄 ⾼圧洗浄+ｹﾚﾝ作業 改修施⼯材の浸透性の確保 m2
庇防⽔部 2 爆裂部断⾯修復 爆裂部 亜硝酸配合ﾓﾙﾀﾙ、爆裂部の補修 鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修 0.5か所/㎡
庇防⽔部 3 外壁表⾯含侵材塗布 爆裂の多い⾯ 亜硝酸ｶﾙｼｳﾑ系 200CC/㎡ 鉄筋不導体被膜の維持再⽣ 0.5か所/㎡
庇防⽔部 4 表⾯含侵材注⼊ 細管空隙、ひび割れ部分 ⾼濃度ｹｲ酸塩素 ｺﾝｸﾘｰﾄ再結晶化による空隙充填 0.5ｍ/㎡
庇防⽔部 5 ひび割れ補修 ひび割れ部分 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ補修 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄによるひび割れ部の補修 0.5ｍ/㎡

庇防⽔部 6 ポリマーセメント補修 ⽋損部全般
爆裂以外の躯体補修及び躯体表⾯の⽋損部補修
フッ素除去時にできる凹凸補修
鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修

ポリマーセメントによる⽋損部全般の補修 0.5か所/㎡

部位 ⼯程 施⼯⼯事名称 施⼯対象箇所 仕様、対象箇所 ⽬ 的  単 位 備 考
壁柱 1 ⾼圧洗浄 全⾯ ⾼圧洗浄+ｹﾚﾝ作業 改修施⼯材の浸透性の確保 m2
壁柱 2 爆裂部断⾯修復 爆裂部 亜硝酸配合ﾓﾙﾀﾙ、爆裂部の補修 鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修 0.5か所/㎡
壁柱 3 表⾯含侵材注⼊ 細管空隙、ひび割れ部分 ⾼濃度ｹｲ酸塩素 含侵材注⼊ ｺﾝｸﾘｰﾄ再結晶化による空隙充填 0.5ｍ/㎡
壁柱 4 ひび割れ補修 ひび割れ部分 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ補修 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄによるひび割れ部の補修 0.5ｍ/㎡

壁柱 5 ポリマーセメント補修 ⽋損部全般
爆裂以外の躯体補修及び躯体表⾯の⽋損部補修
フッ素除去時にできる凹凸補修
鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修

ポリマーセメントによる⽋損部全般の補修 0.5か所/㎡

壁柱 6 打放し調補修 全⾯
着⾊改質材ファンデーション塗装（スポンジ＋刷⽑）３⾊
ミックス程度

全⾯美装及び躯体⽌⽔性能の向上 m2 ﾌﾟﾗｲﾏｰ含む

部位 ⼯程 施⼯⼯事名称 施⼯対象箇所 仕様、対象箇所 ⽬ 的  単 位 備 考
庇 1 ⾼圧洗浄 ⾼圧洗浄+ｹﾚﾝ作業 改修施⼯材の浸透性の確保 m2
庇 2 爆裂部断⾯修復 爆裂部 亜硝酸配合ﾓﾙﾀﾙ、爆裂部の補修 鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修 1.5か所/㎡
庇 3 外壁表⾯含侵材塗布 爆裂の多い⾯ 亜硝酸ｶﾙｼｳﾑ系 200CC/㎡ 鉄筋不導体被膜の維持再⽣ 1.5か所/㎡
庇 4 表⾯含侵材注⼊ 細管空隙、ひび割れ部分 ⾼濃度ｹｲ酸塩素 ｺﾝｸﾘｰﾄ再結晶化による空隙充填 3ｍ/㎡
庇 5 ひび割れ補修 ひび割れ部分 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ補修 超微粒⼦ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄによるひび割れ部の補修 3ｍ/㎡

庇 6 ポリマーセメント補修 ⽋損部全般
爆裂以外の躯体補修及び躯体表⾯の⽋損部補修
フッ素除去時にできる凹凸補修
鉄筋腐⾷に伴う爆裂カ所の補修

ポリマーセメントによる⽋損部全般の補修 1.5か所/㎡

庇 7 打放し調補修 全⾯
着⾊改質材ファンデーション塗装（スポンジ＋刷⽑）３⾊
ミックス程度

全⾯美装及び躯体⽌⽔性能の向上 ｍ2 ﾌﾟﾗｲﾏｰ含む



鋳鉄製ルーフドレン　防水層張掛け幅100mm　たて引き用　打込型　差し込み式
アスファルト・改質アスファルトシート・シート防水用　株式会社カネソウ　ＷＨＰ－１－７５同等品　Ｃ＝図示
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りん酸塩被膜
アンカー：ＳＷＲＭ８

樹脂系塗装
本体：ＦＣ１５０

樹脂系塗装
ストレーナー：ＦＣ１５０

ボルト：Ｃ３６０４Ｂ
Ｍ８×４０

Ｍ６×１２

樹脂系塗装
防水層押え：ＦＣ１５０

丸小ねじ：Ｃ２７００Ｗ

スペーサ

C=
26
0

硬質ポリ塩化ビニル

発泡ポリエチレン製
絶縁緩衝マット

合成高分子系ルーフィングシート
環境対応型
ルーフィングシート接着剤

塩ビ被覆プレート

塩ビ被覆プレート類ジョイント部用アルミテープ

改修横引きドレン

合成高分子系
ルーフィングシート

(必要に応じて
モルタル補修)

＊改修横引きドレンを先付けで納める場合

躯体ひび割れ
補修防水材シール

＊改修用ドレンキャップは省略

躯体ひび割れ
補修防水材シール
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実施図鳴門市文化会館２期改修工事
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設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa14図示図示詳細図
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横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口 32550 50

50

50200

19
5防
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立
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り
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シート防水

塗膜防水

シート防水シート防水

塗膜防水

シート防水 シート防水

＊シート防水は端部アルミ金物抑え

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

塗膜防水

塗膜防水

RC
補
修

RC
補
修

RC
補
修

横型ドレイン改修２
水抜穴再設置100開口

塗膜防水塗膜防水
塗膜防水

塗膜防水

縦型あと施工
ドレイン

雨樋

雨樋

600

横型改修ドレイン詳細図　1／10（A3）

庇断面詳細図　1／20（A3）

左図：縦型あと施工ルーフドレイン詳細図　1／６（A3）２箇所

縦型あと施工ルーフドレインと防水シートの取合詳細　ノンスケール

縦型あと施工ルーフドレインと躯体部の取合詳細　ノンスケール

塗膜防水

シート防水

アルミ製雨仕舞材
ブチルゴム定型テープ

変成シリコーンシーリング

塗膜防水

アルミ製雨仕舞材
ブチルゴム定型テープ

変成シリコーンシーリング

シート防水

左：垂直立上り
右：R部立上り
シート防水端部
詳細図1／10（A3）

たて引き用　後付型ルーフドレン
・スラブ配筋は通し配筋とし、開口用斜め配筋も実施
・本体を据付けるとき、鉄筋の切断は最小限にとどめること
・無収縮モルタルなどの硬ねりを、入念に充填すること



スロープ通路 スロープ通路
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横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

排水桝へ接続

あと施工ドレインあと施工ドレイン

横型ドレイン改修２
水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

横型ドレイン改修１
既存水抜穴75ファイ程度撤去
モルタル補修、水抜穴再設置100開口

改修長手断面図 東面

文化会館側健康福祉交流
センター側

排水桝へ接続

雨樋
アルミ89φ
バンドレスタイプ

600

雨樋埋設管
VP呼径100φ

600

雨樋 アルミ89φ
バンドレスタイプ

排水管カバー

排水管カバー

雨樋埋設管
VP呼径100φ
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実施図鳴門市文化会館２期外構工事
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設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa151/1201/60
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あと施工ドレイン

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

壁柱

庇

雨樋
アルミ89φ
バンドレスタイプ

改修短手断面図 X4文化会館側

排水管カバー

排水桝へ

480021400
8900 3600 8900

4800
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00
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既存床舗装：タイル

既存床舗装：
インターロッキング
ブロック 既存床舗装：タイル

既存床舗装：
インターロッキング
ブロック

スロープ通路 スロープ通路

排水桝排水桝

文化会館側
健康福祉交流
センター側

改修平面図

雨樋 アルミ89φバンドレスタイプ
足元 排水管カバー

排水桝へ接続

雨樋埋設管
VP呼径100φ

雨樋 アルミ89φバンドレスタイプ
足元 排水管カバー
埋設T字管により既存ドレインと合流

排水桝へ接続

雨樋埋設管
VP呼径100φ

既存ドレイン開口から
埋設管更新
エルボにて地下へ

埋設エルボ
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あと施工ドレイン

既存水勾配モルタル補修
によりフラット化
モルタル金コテ仕上げ
範囲 2mx1m 
最大深さ50mm程度

壁柱

庇

雨樋
アルミ89φ
バンドレスタイプ

改修短手断面図 X1健康福祉側

排水管カバー 既存ドレイン開口から
埋設管更新
エルボにて地下へ

埋設エルボ埋設T字管

排水桝へ

雨樋計画図

＊雨樋はアルミシルバー色程度
＊雨樋及びあと施工ドレインの設置位置は、現地実測を行い図面を作成し、監督員に確認の上で決定すること



仮囲いの位置については、A-037仮設計画図による

工事車両動線

文化会館・健康福祉交流センター、搬入動線

凡　例

仮設足場　外周部養生メッシュシート

縮尺

実施図鳴門市文化会館２期外構工事
A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所一級建築士事務所第12399号(有) NCE-Aa16図示図示仮設計画図
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工事車両入口

文化会館
中庭庇工事期間中
出入口

健康福祉交流センター
中庭庇工事期間中
搬入出入口

工事期間中
文化会館
出入口閉鎖

鳴門市文化会館健康福祉交流センター

文化会館
中庭庇工事期間中
搬入出入口

N

21400
8900 3600 8900

Ｘ4Ｘ3Ｘ2Ｘ1

文化会館
中庭庇工事期間中
出入口

健康福祉交流センター
中庭庇工事期間中
搬入出入口

工事期間中
文化会館
出入口閉鎖

鳴門市文化会館健康福祉交流センター

文化会館
中庭庇工事期間中
搬入出入口

搬入車両動線8000
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仮設材
強力パイプサポート（50型）：16本
斜材固定用架台アンカー：16箇所　＊斜材固定用架台アンカー箇所のうち、スロープ通路の
　　　　　　　　　　　　　　　　　床舗装タイルの範囲の復旧は、監督員との協議による
                                                             インターロッキングブロック範囲は、当該材料を生捕りして工事完了後復旧とする
　　　　　　　　　　　　　　　　　養生材：監督員との協議による

工事期間中の文化会館、健康福祉交流センターへの搬入車両動線

＊どちらか１箇所を通行できるよう計画すること

前半工事仮設計画図 後半工事仮設計画図

中庭庇改修時の転倒防止仮設計画

縮尺１／800（A３） 縮尺１／800（A３）

縮尺１／150（A３）



縮尺

実施図

A１ A３

設計

一級建築士　第289714号　　長谷川祥久

香山建築研究所
一級建築士事務所第12399号(有) 鳴門市文化会館2期外構工事

100 40補強基礎直下

50

D13,D19

66

99kN 不要

項　　目 特　記　事　項

◎敷地内に埋設が予想される設備配管類等について十分調査し，支障がないようにすること。

◎根切り底は，地盤をかく乱しないよう，手作業（深さ30㎝程度）とするか，バケットに特殊アタッチメン

　トを取りつけた機械堀りとする。なお，かく乱した場合は，自然地盤と同等以上の強度となるように適切

◎工事に支障を及ぼす雨水，わき水等は，適正な排水溝，集水ます等を設置し，支障がないようにすること。

◎使用土は（ A種 ・ B種 ・ C種 ・ D種 ）とし，機器により締め固める。

土工事

　る災害が発生しないよう，災害防止上必要な処置をすること。

◎周辺の状況，土質，地下水の状態等に適した工法を採用し，工事中の異常沈下，法面の滑動，その他によ

項　　目 特　記　事　項 項　　目 特　記　事　項

◎建設発生土を搬入する場合には，土壌検査結果を添付するものとし，「徳島県生活環境保全条例」の土壌

  基準に適合しないものについては，搬入することができない。

  ただし，次の場合は検査結果の添付の必要はない。

　(1) 公共工事間利用の場合で，監督員相互で同意がとれた場合

  (2) 購入土（切込砕石，砂，真砂土等）である場合

◎余盛りは，土質に応じ監督員と協議の上，余盛り高さを決定すること。

◎六価クロム溶出試験を（ 行う ・ 行わない ）。

  行った場合，土壌環境基準以下であることを確認すると共に，試験結果（計量証明書）を監督員に提出す

　るものとする。

　六価クロム溶出試験は，「セメント及びセメント系固化材の地盤改良への使用及び改良土の再利用に関す

　る当面の措置」（平成12年3月31日 建設第258号）の「六価クロム溶出試験実施要領（案）」により実施

　する。土質条件，施工条件等により試験方法，検体数に変更が生じた場合，試験の結果，六価クロムの

　溶出量が土壌環境基準を超えた場合等は，監督員と協議するものとする。

◎建物の周囲，幅2m程度を，水はけよく地均しを行う。

  面を一様になじみ起こしをして，良質土をまきかけ，歩行に耐えうる程度に締め固める。

◎地均しは，均しを行う地表面の不陸を修正し，草木の除去及び清掃をして，一様にかき均した後，仕上げ

　な処置を定め，監督職員の承諾を受ける。

◎場外搬出適正処分とする。

  民間の残土処分場等へ搬出する場合は「徳島県生活環境保全条例」によることとし，建設発生土の発生場

　ただし，建設発生土の公共工事間の利用を行う場合で，担当者相互の同意が取れた場合には，分析の必要

　はない。

　可に係る土壌検査及び水質検査の実施における留意点」による。

　所ごとに，かつ4，000m3までごとに1回採取して，土壌検査を行うこととする。その他，「特定事業の許

◎山留めは，適切な資料に基づき構造計算を行い，安全に設置すること。また，設置期間中，周辺地域及び

　山留めの状況を点検するとともに，安全管理に必要な計測を行うこと。

◎法面施工の場合（ 素堀り ・ 多段式 ）

◎鋼材等抜き跡は地盤の変形を防止する適切な措置を講ずること。

◎排水，排土等は産業廃棄物に該当するため，関係法令に基づき適正に処理すること。

種　別 使用部位 厚　さ 粒度範囲

切込砂利   

切込砕石   

再生クラッシャラン   

◎材料は，市場品とする。

◎砂利及び砂地業

　・砂利は，（ 切込砂利 ・ 切込砕石 ・ 再生クラッシャラン ）とする。

　・締固めは，ランマー3回突き，振動コンパクター2回締め又は振動ローラー締めとする。締固めによる凹

　　凸は目つぶし砂利で上均しをする。

　・厚さが300mmを越える場合は，300mmごとに締固めを行う。

◎締め固め機械の選定に当たっては，地質の状況を検討し監督員の承諾を得ること。

　とする。

◎捨コンクリートは，無筋コンクリート（スランプ15㎝，設計基準強度18N/mm2）とし，厚さは 　　　mmと

規格名称 径(㎜)

鉄筋コンクリート用棒鋼

－

建築基準法の規定に　　

基づき認定を受けた鉄筋

溶接金網及び鉄筋格子 網目の形状：    寸法：    径：　　

規格番号

JIS G 3112

－

JIS G 3551

◎材料試験は行わない。

  ただし，規格証明書を提出し，監督員の承諾を得ること。

◎鉄筋の継手は（ 重ね継手 ・ ガス圧接継手 ・ 機械式継手　・　溶接継手 ）とする。

  原則として，D35以上の異形鉄筋については，重ね継手を用いない。

◎鉄筋の継手の位置は図示による。

◎結束線の端部は内側に折り曲げる。

◎鉄筋の90°未満の折曲げの内法直径は図示による。

◎鉄筋の定着方法及び長さは図示による。

◎柱，梁の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは，標仕表5.3.6の数値に10㎜を加えた数値を標準とする。

◎目地がある場合のかぶりは，目地底からの寸法とする。

◎各部の配筋は，図示による。図示されていない場合は，標仕参考図［1節－基礎及び基礎梁の配筋］～

　［7節－梁貫通孔その他配筋］による。

◎形の種別は構造図による。

◎主要な配筋は，コンクリート打込みに先立ち，種類，径，数量，かぶり，間隔，位置等について，監督職

  員の検査を受ける。

◎あと施工アンカー作業における技能者は、あと施工アンカー工事の施工に関する十分な経験と技能を有す

  るものとし，これらを証明する資料を提出し，監督員の承諾を受けること。

◎埋込み配管等に当たった場合は，直ちに穿孔を中止し，監督員に報告し指示を受けること。

◎鉄筋等に当たった場合は，穿孔を中止し，付近の位置に再穿孔を行うこと。中止した孔は，モルタルで充

  てんすること。

◎施工確認試験を（ 行う ・ 行わない ）。確認強度（　　　　）kN　試験方法は標仕14.1.3（エ）による。

◎あと施工アンカーは（ 金属系アンカー ・ 接着系アンカー ）とする。

  ・接着系アンカー

    アンカーの種類はカプセル型（ガラス製）とする。

鉄筋工事地業工事

1.  材料

2.  材料試験

3.  鉄筋の継手及び定着

4.  鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

5.  帯筋

10.　配筋検査

11.　あと施工アンカー工事

(耐震改修工事に伴うものを

　除く）

1.　一般事項

7.  砂利・砂・割り石及び

    捨コンクリート地業等

1.  根切り

2.  排水

3.  埋め戻し及び盛土

4.　地均し

5.　建設発生土の処理

6.　山留め

    引張耐力（　　）とする。せん断耐力（　　）とする。

躯体工事特記仕様書１
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普通 18 - 2.3

- 2.3普通 18 18 15 なし

24+S24 有 拡幅基礎

捨てコン

全般1類 12mm

項　　目 特　記　事　項

適用箇所

コンクリート

の種類　　　

設計基準強度

(cm)

スランプ 強度試験の

有無

種別

気乾単位

強度

調合管理

容積重量

◎コンクリートの種別

　・Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・Ⅱ類（JIS A 5308への適合したコンクリート）

◎設計基準強度

◎構造体コンクリートの調合管理強度は，設計基準強度（Fc）に構造体強度補正値（S）を加えた値とする。

　なお，構造体強度補正値（S）は，標仕 表6.3.2によりセメントの種類及びコンクリートの打込みから材齢

　28日までの予想平均気温に応じて定める。

◎コンクリートの強度試験

  コンクリートの強度試験については，次のとおり取扱うものとする。

  ・第4週強度確認

　  原則，第3者機関にて，主任技術者又は現場代理人立会いの上，行うこと。

　　なお，試験機関を選定した際には，すみやかに監督員に報告すること。

◎コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容値は，標仕 表6.2.3による。

Fc(N/mm2)

Fn(N/mm2) (t/m3)

　　ただし，第3者機関以外で行う場合は，立ち会い者を定め，監督員の承認を受け，行うこととする。

コンクリート工事(1)

◎コンクリートの仕上がりの平たんさは標仕 表6.2.5による。

◎セメントの種類は，（ 普通ポルトランドセメント ・ 混合セメントA種 ・ 高炉セメントB種 ・ フライア

  ッシュセメントB種 ）とする。

　・高炉セメントB種適用箇所（　　　　　　　）

　・フライアッシュセメントB種適用箇所（             ）

◎細骨材としてフェロニッケルスラグ使用（ できる ・ できない ）。

◎細骨材に含まれる塩化物量は，NaCl換算で0.04%以下とする。

◎コンクリ－ト中の塩化物量は，0.3kg/m3以下とし，試験方法は標仕6.5.4による。

◎試練りは（ 行う ・ 行わない ）。

◎所要空気量は4.5%±1.5%とする。

◎受注者は，コンクリートの使用にあたってアルカリ骨材反応を抑制するため，次の3つの対策の中のいず

　れか1つについて確認をとらなければならない。

　(1) コンクリート中のアルカリ総量の抑制

　　　量をNa2O（エヌエーツーオー）換算で3.0kg以下にする。

　    アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し，コンクリート1m3に含まれるアルカリ総

  (2) 抑制効果のある混合セメント等の使用

　    JIS R 5211高炉セメントに適合する高炉セメント［B種またはC種］あるいはJIS R 5213フライアッシ

　　　ュセメントに適合するフライアッシュセメント［B種またはC種］もしくは混和材をポルトランドセメ

　　　ントに混入した結合材でアルカリ骨材反応抑制効果の確認されたものを使用する。

  (3) 安全と認められる骨材の使用

　    骨材のアルカリシリカ反応性試験（化学法またはモルタルバー法）の結果で無害と確認された骨材を

　 　 試験方法は，JIS A 1145骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（化学法）またはJIS A 5308（レディ

　　　使用する。

　　　骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（モルタルバー法）またはJIS A 5308（レディミクストコンク

　　　ミクストコンクリート）の付属書7「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（化学法）」，JIS A 1146

　　　リート）の付属書8「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（モルタルバー法）」による。　

◎混和材料を使用する場合の種類は標仕6.3.1（4）によることとし，監督員の承諾を受けること。

◎骨材は，標仕6.3.1（2）による。

項　　目 特　記　事　項

型枠の種別 仕上げ種別 塗装の有無 材質 厚さ 適用箇所

県産木製型枠 －

A　種

B  種

C　種

普通型枠

なし

あり

なし

なし

なし

◎工事開始に先立ち，工場を選定し，監督職員の承諾を受ける。

◎型枠は，（ 県産木製型枠 ・ 合板 ・ 金属製 ・ 樹脂系 ・ 打込み型枠 ・ ブロック ）とする。

標仕6.8.2 (2)(ア)

標仕6.8.2 (2)(イ)

標仕6.8.2 (2)(イ)

標仕6.8.2 (2)(イ)

コンクリート工事(2)

1.　一般事項

2.　コンクリートの仕上がり

3.　普通コンクリート

工場の指定工場の指定

5.　型枠

4.　レディミクストコンクリート

- -

NCE-S02
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斜線部は既存躯体をはつり新たに基礎を拡幅

（既存鉄筋は残す）

D13@200

下端　D19@200（計17本）

上端　D13@200（計17本）

上端　D13@200（計17本）

下端　D19@200（計17本）

接着系アンカー 30-D19(SD345)

有孔埋め込み長さ12da

軸方向筋　30-D19

アンカーに重ね継手40d

軸方向筋　30-D19

アンカーに重ね継手40d

接着系アンカー 30-D19(SD345)

有孔埋め込み長さ12da

STP　□-D13@100

STP　□-D13@100

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

補強部材は以下による

※地業は砕石(RC40)t100+捨てコン(Fc18,S=15)t50

※コンクリート強度Fc24、S=18

※鉄筋はD13：SD295、D19：SD345
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